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●環境ふくい推進協議会のホームページ、
　facebook をご活用ください！
　ホームページでは、環境保全に関するお知らせやイベント情
報が検索できます！！自然体験活動や風景などの投稿写真や支
援事業の紹介、企業・団体の想いを紹介するページも掲載して
いますので、こちらもぜひアクセスしてみてください
　eco イベント申込フォームからは、皆様からの環境に関する
情報をホームページにアップでき、情報共有ができるように
なっています。イベントの周知や参加者募集、実施後の活動報
告としてお使いいただけます。アップした内容は、月２回のメー
ルマガジンにて会員の皆様に配信されます。

HP：
http://www.kankyou-fukui.jp/kankyou-fukui/skg/
Facebook URL：
http://www.facebook.com/kanfukyou

●環境ふくい推進協議会　会員募集！
　環境ふくい推進協議会では、随時会員を募集しています。環
境問題に関心のある方、本誌『みんなのかんきょう』を読みた
い方、当協議会主催行事等の情報を知りたい方は、ぜひご入会
ください。お待ちしております！
＜年会費＞
　　　　個人会員：　５００円（１口以上何口でも可）
　　　　企業会員：　１０，０００円（１口以上何口でも可）
　　　　団体会員：　無料
＜お申込み・お問い合わせ＞
　　　　環境ふくい推進協議会事務局（福井県環境政策課内）
　　　　TEL：　０７７６－２０―０３０１

環境ふくい推進協議会からのお知らせ

環境ふくい推進協議会 検 索

全問正解の方にプレゼントをお送りいたします。たくさんのご
応募お待ちしております！

　　　　　　平成２９年１０月に放鳥したコウノトリの愛称は
「か　　　　　かけるくん」と何でしょうか？
　　　　　①ほまれくん
　　　　　②コウちゃん
　　　　　③ふっくん

　　　　　　図書館や飲食店などみんなで涼しく快適に過ごせ
る　　　　　場所を何スポットとして登録したでしょうか。 
　　　　　①ふくいエコスポット
　　　　　②クールシェアスポット
　　　　　③みんなの“涼”スポット

　　　　　　平成３０年３月現在、県内にあるおもちゃ病院の
　　　　　数は、いくつでしょうか？
　　　　　①６つ
　　　　　②７つ
　　　　　③８つ

●環境クイズ応募要領
方　　法：答えと郵便番号、住所、氏名、年齢、職業、性別お
　　　　　よび本誌の感想を官製はがきに書いて、当協議会ま
　　　　　で郵送してください。応募者の個人情報は入賞の連
　　　　　絡のためにのみ使用し、個人情報保護に関する法令
　　　　　に従って厳正に管理いたします。
締 切 日：平成３０年３月２６日（月）（当日消印有効）
　　　　　全問正解者の中から抽選で５名の方に、図書カード
　　　　　をお送りいたします。
応 募 先：〒９１０－８５８０（住所記入不要）
　　　　　環境ふくい推進協議会（福井県環境政策課内）

６９号の解答
　　　　　第１問　③
　　　　　第２問　③
　　　　　第３問　③
＊環境クイズプレゼントの当選者発表は、発送をもってかえさせていただきます。

チャレンジ！！　環境クイズ

　当協議会では、環境に関する学習会やイベントで、指導者や講
師にお困りの方へ環境アドバイザーを派遣しています。環境アド
バイザーは、環境問題やリサイクル、省資源・省エネ、自然保護
など様々な分野の専門家です。
　みなさんの町にも環境アドバイザーを呼んで、環境について学
びませんか？
　どうぞお気軽にご相談ください。
＜お申込み・お問い合わせ＞
　　　　環境ふくい推進協議会事務局（福井県環境政策課内）
　　　　TEL：　０７７６－２０―０３０１

環境アドバイザー制度をご活用ください！

環境ふくい推進協議会
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特集：クールシェアふくい
　　　年縞国際シンポジウム
環境ふくい未来創造事業
ふくいまるごと環境学び舎
ものを大切にする社会づくり事業
各市町環境フェアにおける広報
環境マネジメント推進事業
ＳＡＴＯＹＡＭＡイニシアティブ推進ネットワーク

おいしい食べきり運動の推進
３Ｒの促進
コウノトリ
スポーツＧＯＭＩ拾い大会
里山里海研究所の活動
会長表彰　受賞者一覧
私たちの活動紹介
主な環境関係法令の改正情報
協議会からのお知らせ（入会呼びかけ、ＨＰ紹介）
環境クイズ、読者の窓

写真：クールシェアスポット

第
１
問

　みんなのかんきょう
第６９号に関するお葉
書、お手紙ありがとう
ございました。今後も、
より良い情報誌とする
ため、みなさまのご意
見ご感想をお待ちして
おります。掲載希望記
事等もお寄せください。

　環境ふくい推進協議会会長表彰受賞者の中に、各
部門とも勝山市の方や団体等が入っていました。と
ても誇りに思います。

（勝山市　I さん）

　「みんなのかんきょう」楽しく読ませてもらって
います。今まで雑がみをゴミとして出していました
が、これからはリサイクルのために分別します。

（勝山市　Nさん）

　福井県には、山、川、海、湖といった自然が多
く残されています。そこでは多様な生き物が見ら
れ、様々な自然体験活動を行うこともでき、他県
に誇れる福井の大きな魅力の一つです。そして、
平成３０年９月の博物館開館に伴う国際シンポジ
ウムの開催により「年縞」という考古学や地質学
の研究にも役立つ環境資源が、福井の新たな魅力

として広く知られることとなりました。福井の豊かな自然を教育や観光
にどんどん活かしてほしいと思います。
　また、この豊かな自然は、地形や周辺環境といった偶然による要因
と、県民の自然との適切な関わりといった必然による要因の二つによっ
て成り立っています。福井の優れた環境を未来へ残していくためには、
後者をより充実させていく必要があります。
　自然保全・再生活動はもちろん、地球温暖化や省資源といった課題に
対しても、日常的な環境行動の積み重ねが大切です。当協議会では、今
後も「みんなのかんきょう」の中で環境に関する情報を発信し、県民の
意識の醸成を図っていきたいと思います。

第
２
問

第
３
問

読者
の　窓

編集
後記
編集
後記

海浜自然センター エンゼルランドふくい（福井県児童科学館）



図３　クールシェアスポット一覧

図４　スタンプラリー
　　プレゼント一覧

図５　スタンプデザイン

図６　スタンプカード

 

■ 

ク
ー
ル
シ
ェ
ア
ふ
く
い
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　
今
年
度
は
、
豪
華
賞
品
が
抽
選
で
あ
た
る
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
も
併
せ
て
実
施
し
ま
し
た
。
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
ふ
く
い
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
シ
ェ
ア
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
、
民
間
施
設
58

か
所
、
公
共
施
設
60
か
所
、
合
計
１
１
８
か
所
を
登
録
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
詳
細
は
図
３
参
照
）

　
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
ふ
く
い
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
と
は
、
ク
ー
ル

シ
ェ
ア
取
組
み
期
間
中
に
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
実
施
し
て

い
る
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
ス
ポ
ッ
ト
で
、
所
定
の
ス
タ
ン
プ
カ
ー

ド
に
ス
タ
ン
プ
を
５
つ
集
め
て
応
募
す
る
と
、
応
募
い
た
だ

い
た
方
の
中
か
ら
、
抽
選
で
素
敵
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
お
贈
り

す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
今
年
度
は
１
万
円
相
当
の
「
選
べ

る
カ
タ
ロ
グ
ギ
フ
ト
」
の
ほ
か
、
企
業
・
団
体
様
よ
り
「
映

画
鑑
賞
券
」、「
商
品
券
」、「
日
用
品
」
等
、
総
勢
３
５
４
名

分
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
ご
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　（
詳
細
は
図
４
参
照
）

　
今
年
度
の
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
ふ
く
い
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
へ
の

総
応
募
数
は
１
，０
１
１
通
で
し
た
。

　【
参
加
者
の
声
】

　
・
家
族
で
参
加
し
ま
し
た
、
楽
し
み
な
が
ら
温
暖
化
問
題

　
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

　
・
美
術
館
や
博
物
館
に
行
く
機
会
が
増
え
ま
し
た
。

　
・
お
気
に
入
り
の
お
店
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 

■ 

ク
ー
ル
シ
ェ
ア
ふ
く
い
サ
ー
ビ
ス

　
一
部
の
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
ス
ポ
ッ
ト
で
は
、「
ク
ー
ル
シ
ェ

ア
ふ
く
い
サ
ー
ビ
ス
」
と
し
て
、
割
引
な
ど
お
得
な
特
典
を

用
意
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

・「
福
井
コ
ロ
ナ
シ
ネ
マ
ワ
ー
ル
ド
」（
福
井
市
）

割
引
　
一
般
３
０
０
円
引
き
、
大
学
生
以
下
２
０
０
円
引

き・「
テ
ア
ト
ル
サ
ン
ク
」（
福
井
市
）

割
引
価
格
　
一
般
１
，４
０
０
円
、
中
学
生
以
下
８
０
０
円

・
温
泉
セ
ン
タ
ー
「
水
芭
蕉
」（
勝
山
市
）

割
引
　
入
場
料
１
０
０
円
引
き

・「
勝
山
ニ
ュ
ー
ホ
テ
ル
」（
勝
山
市
）

割
引
　
ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー
　
５
％
引
き

　
そ
の
他
に
も
一
部
の
銭
湯
や
「
au
　シ
ョ
ッ
プ
」
で
も
「
お

得
な
サ
ー
ビ
ス
」
を
ご
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 

■ 

こ
れ
か
ら
の
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
ふ
く
い

　
　が
目
指
す
も
の

　
現
在
、
地
球
環
境
の
変
化
は
年
々
加
速
し
、
特
に
温
暖
化

に
よ
る
気
候
変
動
は
危
機
的
状
態
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
以
上
に
温
暖
化
対
策
に
対
す
る
意
識
向
上
が
求
め

ら
れ
て
お
り
、「
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
ふ
く
い
」
の
よ
う
な
、
多

く
の
県
民
が
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て
学
び
、
考
え
る
イ
ベ
ン

ト
の
重
要
性
は
増
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
当
協
議
会
で
は
こ
の
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
ふ
く
い

に
つ
い
て
今
後
も
継
続
し
て
実
施
し
て
い
く
と
と
も
に
、
温

暖
化
対
策
を
し
っ
か
り
と
伝
え
る
こ
と
の
で
き
る
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ＬＯＶＥ・アース・ふくい
スポット№119
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環
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図２　１世帯あたりの年間電気購入量

クールシェアスポット
福井県立恐竜博物館

図１　夏の日中の消費電力
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特 
集

　
県
で
は
、
県
民
に
節
電
に
関
す
る
意
識
を
高
め
て
も
ら

い
、
地
球
温
暖
化
対
策
と
な
る
行
動
へ
の
自
発
的
な
取
組

み
へ
つ
な
げ
る
た
め
、
企
業
・
団
体
の
皆
様
の
協
力
を
得

て
、
「
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
」
を
平
成
27
年
度
か
ら
実
施
し
て

い
ま
す
。
３
回
目
と
な
る
今
年
度
は
、
規
模
を
拡
大
し
て

こ
の
取
組
を
行
お
う
と
い
う
こ
と
で
、
県
と
共
催
で

「
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
ふ
く
い
」
と
題
し
、
県
内
の
図
書
館
や

飲
食
店
な
ど
み
ん
な
で
涼
し
く
快
適
に
過
ご
せ
る
場
所
を

ク
ー
ル
シ
ェ
ア
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
登
録
し
、
こ
れ
ら
の
利

用
を
促
す
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
一
部
の
ク
ー
ル

シ
ェ
ア
ス
ポ
ッ
ト
で
は
、
割
引
な
ど
お
得
な
サ
ー
ビ
ス
を

用
意
し
て
い
た
だ
き
、
ま
た
、
豪
華
賞
品
が
抽
選
で
あ
た

る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
も
併
せ
て
実
施
し
ま
し
た
。

 

■ 

ク
ー
ル
シ
ェ
ア
と
は

　
夏
の
暑
い
日
は
、
家
の
消

費
電
力
（
全
世
帯
平
均
）
の

半
分
以
上
を
エ
ア
コ
ン
が
占

め
て
い
ま
す
。（
図
１
）
ク
ー

ル
シ
ェ
ア
と
は
、
１
人
１
台

の
エ
ア
コ
ン
を
や
め
、
家
庭

や
地
域
で
涼
し
い
場
所
を

シ
ェ
ア
す
る
こ
と
で
、
楽
し

み
な
が
ら
節
電
し
よ
う
と
い

う
取
組
み
で
す
。全
国
で
も
、

21
の
都
府
県
が
ク
ー
ル
シ
ェ

ア
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

 

■ 

福
井
市
の
年
間
電
気
購
入
量

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（平
成
26
年
〜
28
年
）

　
総
務
省
の
家
計
調
査
に
よ
る
と
、
福
井
市
の
年
間
電
気
購

入
量
は
７
，７
９
９
kwh
で
あ
り
、
全
国
１
位
（
全
国
平
均
の

約
1.5
倍
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
図
２
）

　
効
果
的
な
温
暖
化
対
策
を
進
め
る
た
め
に
は
、
県
民
一
人

ひ
と
り
が
省
エ
ネ
や
節
電
な
ど
の
取
組
み
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
、「
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
」
な
ど
具
体
的
な
行
動
を
実
践
、

継
続
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

 

■ 

ク
ー
ル
シ
ェ
ア
ス
ポ
ッ
ト
と
は

　
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
ス
ポ
ッ
ト
と
は
、
図
書
館
や
飲
食
店
な
ど

と
い
っ
た
み
ん
な
で
涼
し
く
快
適
に
過
ご
せ
る
場
所
で
あ

り
、
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
ふ
く
い
の
趣
旨
に
賛
同
い
た
だ
い
た
場

所
と
し
て
登
録
し
た
も
の
で
す
。
本
取
組
み
で
の
ク
ー
ル

シ
ェ
ア
ス
ポ
ッ
ト
の
主
な
要
件
は
次
の
３
つ
で
す
。

①
　
涼
し
く
快
適
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
場
所
で

　
　
あ
る
こ
と

②
　
お
お
む
ね
１
時
間
程
度
の
滞
在
が
で
き
る
場
所
で
あ
る

　
　
こ
と

③
　
家
族
で
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
で
あ
る
こ
と

 

■ 

県
内
の
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
ス
ポ
ッ
ト

　
今
年
度
は
、
民
間
施
設
79
か
所
、
公
共
施
設
78
か
所
、
合

計
１
５
７
か
所
を

登
録
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、

図
書
館
や
美
術

館
、
映
画
館
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
な
ど

と
な
り
ま
す
。

（
詳
細
は
図
３
参
照
）
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■ 
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
ふ
く
い
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　
今
年
度
は
、
豪
華
賞
品
が
抽
選
で
あ
た
る
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
も
併
せ
て
実
施
し
ま
し
た
。
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
ふ
く
い
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
シ
ェ
ア
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
、
民
間
施
設
58

か
所
、
公
共
施
設
60
か
所
、
合
計
１
１
８
か
所
を
登
録
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
詳
細
は
図
３
参
照
）

　
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
ふ
く
い
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
と
は
、
ク
ー
ル

シ
ェ
ア
取
組
み
期
間
中
に
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
実
施
し
て

い
る
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
ス
ポ
ッ
ト
で
、
所
定
の
ス
タ
ン
プ
カ
ー

ド
に
ス
タ
ン
プ
を
５
つ
集
め
て
応
募
す
る
と
、
応
募
い
た
だ

い
た
方
の
中
か
ら
、
抽
選
で
素
敵
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
お
贈
り

す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
今
年
度
は
１
万
円
相
当
の
「
選
べ

る
カ
タ
ロ
グ
ギ
フ
ト
」
の
ほ
か
、
企
業
・
団
体
様
よ
り
「
映

画
鑑
賞
券
」、「
商
品
券
」、「
日
用
品
」
等
、
総
勢
３
５
４
名

分
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
ご
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　（
詳
細
は
図
４
参
照
）

　
今
年
度
の
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
ふ
く
い
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
へ
の

総
応
募
数
は
１
，０
１
１
通
で
し
た
。

　【
参
加
者
の
声
】

　
・
家
族
で
参
加
し
ま
し
た
、
楽
し
み
な
が
ら
温
暖
化
問
題

　
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

　
・
美
術
館
や
博
物
館
に
行
く
機
会
が
増
え
ま
し
た
。

　
・
お
気
に
入
り
の
お
店
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 

■ 

ク
ー
ル
シ
ェ
ア
ふ
く
い
サ
ー
ビ
ス

　
一
部
の
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
ス
ポ
ッ
ト
で
は
、「
ク
ー
ル
シ
ェ

ア
ふ
く
い
サ
ー
ビ
ス
」
と
し
て
、
割
引
な
ど
お
得
な
特
典
を

用
意
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

・「
福
井
コ
ロ
ナ
シ
ネ
マ
ワ
ー
ル
ド
」（
福
井
市
）

割
引
　
一
般
３
０
０
円
引
き
、
大
学
生
以
下
２
０
０
円
引

き・「
テ
ア
ト
ル
サ
ン
ク
」（
福
井
市
）

割
引
価
格
　
一
般
１
，４
０
０
円
、
中
学
生
以
下
８
０
０
円

・
温
泉
セ
ン
タ
ー
「
水
芭
蕉
」（
勝
山
市
）

割
引
　
入
場
料
１
０
０
円
引
き

・「
勝
山
ニ
ュ
ー
ホ
テ
ル
」（
勝
山
市
）

割
引
　
ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー
　
５
％
引
き

　
そ
の
他
に
も
一
部
の
銭
湯
や
「
au
　シ
ョ
ッ
プ
」
で
も
「
お

得
な
サ
ー
ビ
ス
」
を
ご
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 

■ 

こ
れ
か
ら
の
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
ふ
く
い

　
　が
目
指
す
も
の

　
現
在
、
地
球
環
境
の
変
化
は
年
々
加
速
し
、
特
に
温
暖
化

に
よ
る
気
候
変
動
は
危
機
的
状
態
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
以
上
に
温
暖
化
対
策
に
対
す
る
意
識
向
上
が
求
め

ら
れ
て
お
り
、「
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
ふ
く
い
」
の
よ
う
な
、
多

く
の
県
民
が
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て
学
び
、
考
え
る
イ
ベ
ン

ト
の
重
要
性
は
増
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
当
協
議
会
で
は
こ
の
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
ふ
く
い

に
つ
い
て
今
後
も
継
続
し
て
実
施
し
て
い
く
と
と
も
に
、
温

暖
化
対
策
を
し
っ
か
り
と
伝
え
る
こ
と
の
で
き
る
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ＬＯＶＥ・アース・ふくい
スポット№119
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環
境
ふ
く
い
推
進
協
議
会

ク
ー
ル
シ
ェ
ア
ふ
く
い

図２　１世帯あたりの年間電気購入量

クールシェアスポット
福井県立恐竜博物館

図１　夏の日中の消費電力
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
ふ
く
い
平
成
29
年
７
月
17
日
〜
８
月
31
日

平
成
29
年
７
月
17
日
〜
８
月
31
日

特 

集
　
県
で
は
、
県
民
に
節
電
に
関
す
る
意
識
を
高
め
て
も
ら

い
、
地
球
温
暖
化
対
策
と
な
る
行
動
へ
の
自
発
的
な
取
組

み
へ
つ
な
げ
る
た
め
、
企
業
・
団
体
の
皆
様
の
協
力
を
得

て
、
「
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
」
を
平
成
27
年
度
か
ら
実
施
し
て

い
ま
す
。
３
回
目
と
な
る
今
年
度
は
、
規
模
を
拡
大
し
て

こ
の
取
組
を
行
お
う
と
い
う
こ
と
で
、
県
と
共
催
で

「
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
ふ
く
い
」
と
題
し
、
県
内
の
図
書
館
や

飲
食
店
な
ど
み
ん
な
で
涼
し
く
快
適
に
過
ご
せ
る
場
所
を

ク
ー
ル
シ
ェ
ア
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
登
録
し
、
こ
れ
ら
の
利

用
を
促
す
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
一
部
の
ク
ー
ル

シ
ェ
ア
ス
ポ
ッ
ト
で
は
、
割
引
な
ど
お
得
な
サ
ー
ビ
ス
を

用
意
し
て
い
た
だ
き
、
ま
た
、
豪
華
賞
品
が
抽
選
で
あ
た

る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
も
併
せ
て
実
施
し
ま
し
た
。

 

■ 

ク
ー
ル
シ
ェ
ア
と
は

　
夏
の
暑
い
日
は
、
家
の
消

費
電
力
（
全
世
帯
平
均
）
の

半
分
以
上
を
エ
ア
コ
ン
が
占

め
て
い
ま
す
。（
図
１
）
ク
ー

ル
シ
ェ
ア
と
は
、
１
人
１
台

の
エ
ア
コ
ン
を
や
め
、
家
庭

や
地
域
で
涼
し
い
場
所
を

シ
ェ
ア
す
る
こ
と
で
、
楽
し

み
な
が
ら
節
電
し
よ
う
と
い

う
取
組
み
で
す
。全
国
で
も
、

21
の
都
府
県
が
ク
ー
ル
シ
ェ

ア
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

 

■ 

福
井
市
の
年
間
電
気
購
入
量

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（平
成
26
年
〜
28
年
）

　
総
務
省
の
家
計
調
査
に
よ
る
と
、
福
井
市
の
年
間
電
気
購

入
量
は
７
，７
９
９
kwh
で
あ
り
、
全
国
１
位
（
全
国
平
均
の

約
1.5
倍
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
図
２
）

　
効
果
的
な
温
暖
化
対
策
を
進
め
る
た
め
に
は
、
県
民
一
人

ひ
と
り
が
省
エ
ネ
や
節
電
な
ど
の
取
組
み
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
、「
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
」
な
ど
具
体
的
な
行
動
を
実
践
、

継
続
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

 

■ 

ク
ー
ル
シ
ェ
ア
ス
ポ
ッ
ト
と
は

　
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
ス
ポ
ッ
ト
と
は
、
図
書
館
や
飲
食
店
な
ど

と
い
っ
た
み
ん
な
で
涼
し
く
快
適
に
過
ご
せ
る
場
所
で
あ

り
、
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
ふ
く
い
の
趣
旨
に
賛
同
い
た
だ
い
た
場

所
と
し
て
登
録
し
た
も
の
で
す
。
本
取
組
み
で
の
ク
ー
ル

シ
ェ
ア
ス
ポ
ッ
ト
の
主
な
要
件
は
次
の
３
つ
で
す
。

①
　
涼
し
く
快
適
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
場
所
で

　
　
あ
る
こ
と

②
　
お
お
む
ね
１
時
間
程
度
の
滞
在
が
で
き
る
場
所
で
あ
る

　
　
こ
と

③
　
家
族
で
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
で
あ
る
こ
と

 

■ 

県
内
の
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
ス
ポ
ッ
ト

　
今
年
度
は
、
民
間
施
設
79
か
所
、
公
共
施
設
78
か
所
、
合

計
１
５
７
か
所
を

登
録
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、

図
書
館
や
美
術

館
、
映
画
館
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
な
ど

と
な
り
ま
す
。

（
詳
細
は
図
３
参
照
）
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安田喜憲氏基調講演

ヴィクトリア・スミス氏記念講演

パネルディスカッションでのプレゼントシーン

ヴィクトリア・スミス氏
講演資料で紹介された

年縞のお菓子

　

 

水
月
湖
年
縞
の
保
全
・
活
用

　
平
成
30
年
９
月
に
若
狭
町
鳥
浜
で
開
館
予
定
の
年
縞
博

物
館
。
開
館
を
記
念
し
て
、
年
縞
の
保
全
と
活
用
を
テ
ー

マ
に
、
平
成
29
年
９
月
17
日
（
日
）
、
国
際
交
流
会
館
多

目
的
ホ
ー
ル
で
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
県
外
か
ら
の
参
加
者
を
含
め
約
２
５
０
名
が
聴
講
す
る

中
、
年
縞
を
は
じ
め
と
す
る
研
究
の
最
先
端
で
活
躍
す
る

国
内
外
の
研
究
者
の
講
演
を
通
じ
、
世
界
で
も
傑
出
し
た

価
値
を
持
つ
水
月
湖
の
年
縞
を
、
将
来
の
世
代
ま
で
守
り

続
け
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
や
、
福
井
の
宝
と
し
て
ど
の

よ
う
に
活
用
し
て
い
く
か
に
つ
い
て
、
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
基
調
講
演
で
は
、
年
縞
の
名
付
け
親
で
あ
る
、
ふ
じ
の

く
に
地
球
環
境
史
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
館
長
の
安
田
喜
憲
氏
が
、

「
水
月
湖
年
縞
の
発
見
・
研
究
」
と
題
し
、
平
成
３
年
に

水
月
湖
の
湖
底
堆
積
物
を

掘
削
し
た
経
緯
や
、
そ
の

際
に
発
見
さ
れ
た
縞
模
様

が
何
で
あ
る
か
判
明
す
る

の
に
約
２
年
を
要
し
た
こ

と
、
年
縞
研
究
の
成
果
に

よ
り
日
本
最
古
の
土
器
と

さ
れ
る
製
作
年
代
が
よ
り

正
確
に
特
定
で
き
た
こ
と

な
ど
、
分
か
り
や
す
く
お

話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
続
く
記
念
講
演
で

は
、
平
成
18
年
の
水

月
湖
掘
削
調
査
に
も

参
加
さ
れ
た
経
験
の

あ
る
オ
ッ
ク
ス

フ
ォ
ー
ド
大
学
准
教

授
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
・

ス
ミ
ス
氏
が
「
水
月

湖
年
縞
の
世
界
的
価

値
」
と
題
し
、
水
月

湖
年
縞
か
ら
得
ら
れ

る
情
報
が
、
自
身
が

行
う
火
山
堆
積
物
か
ら
の
地
層
の
年
代
特
定
に
関
す
る
研

究
へ
応
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
記
念
講
演
の
最
後
に
、
地
元
の
若
狭
町
で
製
作
販
売
さ

れ
て
い
る
年
縞
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
お
菓
子
も
画
像
で
紹

介
さ
れ
る
な
ど
、
国
際
的
研
究
者
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
る

講
演
と
な
り
ま
し
た
。

　
休
憩
を
挟
ん
で
行
わ
れ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、
県
文
化
顧
問
で
あ
る
山
根
一
眞
氏
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
に
、
年
縞
の
保
全
や
、
教
育
・
観
光
分
野
へ
の

活
用
に
つ
い
て
、
様
々
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
冒
頭
に
、
山
根
氏
が
立
命
館
大
学
教
授
中
川
毅
氏
の
著

書
が
先
日
、
講
談
社
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
賞
を
受
賞
さ
れ

た
こ
と
を
紹
介
、
ご
自
身
が
用
意
し
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
記

念
に
お
渡
し
さ
れ
る
な
ど
、
終
始
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で

進
行
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
縞
模
様
の
堆
積
物
を
「
年
縞
」
と
名
付
け
た
由

来
の
ほ
か
、
年
代
測
定
以
外
に
も
、
個
々
の
縞
に
含
ま
れ

て
い
る
花
粉
や
黄
砂
の
種
類
か
ら
過
去
の
気
候
状
況
が
推

測
で
き
る
こ
と
、
地
磁
気
の
変
動
等
も
記
録
さ
れ
て
い
る

こ
と
な
ど
、
水
月
湖
年
縞
の
持
つ
可
能
性
に
つ
い
て
も
話

題
と
な
り
ま
し
た
。

　
東
京
学
芸
大
学
名
誉
教
授
小
泉
武
栄
氏
か
ら
は
、
地
理

学
的
見
地
か
ら
若
狭
湾
全
体
の
ジ
オ
パ
ー
ク
化
の
可
能
性

に
つ
い
て
、
ま
た
、
福
井
県
里
山
里
海
湖
研
究
所
主
任
研

究
員
北
川
淳
子
氏
か
ら
は
、
現
在
建
設
中
の
年
縞
博
物
館

の
展
示
内
容
や
、
里
山
里
海
湖
研
究
所
で
の
年
縞
研
究
の

取
組
み
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
来
場
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
は
、
「
若
狭
三
方
縄
文

博
物
館
と
う
ま
く

コ
ラ
ボ
し
て
ほ
し

い
」
、
「
子
ど
も

た
ち
に
分
か
り
や

す
く
伝
え
る
施
設

を
期
待
し
ま
す
」

な
ど
、
建
設
中
の

施
設
の
活
用
方
法

を
考
え
る
上
で
も

大
変
参
考
と
な
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と

な
り
ま
し
た
。

水
月
湖
年
縞
　国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

自然体験教室の様子

デッキの整備

清掃活動の様子

環
境
ふ
く
い
推
進
協
議
会

　事
業
紹
介

　
こ
の
事
業
は
、
当
協
議
会
に
い
た
だ
い
た
寄
付
金
を
財

源
に
県
内
の
環
境
保
全
団
体
に
助
成
し
、
環
境
保
全
活
動

が
活
性
化
す
る
こ
と
目
的
に
平
成
27
年
度
か
ら
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
枠
（
経
営
計
画
に
基
づ
い
た
自
立
運
営
を

目
指
す
活
動
に
対
す
る
助
成
）
に
つ
い
て
は
、
最
長
３
年

間
継
続
し
て
助
成
し
、
団
体
の
育
成
を
支
援
し
ま
す
。

　
今
年
度
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
枠
３
団
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
枠

（
地
域
に
お
け
る
無
報
酬
の
環
境
保
全
活
動
の
維
持
等
に

対
す
る
助
成
）
３
団
体
に
対
し
助
成
し
て
い
ま
す
。

 

● 

助
成
を
受
け
た
団
体
の
活
動
紹
介

●
チ
ャ
レ
ン
ジ
枠

　
ノ
ー
ム
自
然
環
境
教
育
事
務
所
は
よ
り
多
く
の
方
々
が
豊

か
な
福
井
の
自
然
に
接
す
る
機
会
を
作
る
こ
と
、
福
井
の
環

境
を
守
る
次
世
代
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
人
材
を
育
成
す
る
こ

と
を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
は
、
施
設
内
の
デ
ッ
キ
の
整
備
や
、
研
修
生

の
受
け
入
れ
、
こ
ど
も
園
や
幼
稚
園
、
保
育
園
児
を
対
象
に

し
た
自
然
体
験
教
室
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
後
も
継
続
し
て
活
動
す
る
た
め
、
会
員
の
募
集

や
法
人
化
に
向
け
た
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
枠

　
一
般
社
団
法
人
日
本
サ
ー
フ
ィ
ン
連
盟
福
井
支
部
は
嶺
北

を
中
心
と
す
る
サ
ー
フ
ポ
イ
ン
ト
周
辺
で
、
ビ
ー
チ
ク
リ
ー

ン
や
環
境
美
化
活
動
を
行
い
、
清
掃
活
動
を
若
い
世
代
に
拡

大
す
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
は
、
地
元
の
高
校
生
な
ど
の
地
域
の
方
々
と

協
力
し
、
三
国
の
サ
ン
セ
ッ
ト
ビ
ー
チ
等
で
清
掃
活
動
を
行

い
ま
し
た
。

 

● 

ご
寄
付
に
つ
い
て

　
環
境
ふ
く
い
未
来
創
造
事
業
は
、
皆
様
か
ら
の
寄
付
金
に

よ
り
実
施
し
て
い
ま
す
。
県
内
の
環
境
保
全
活
動
の
活
性
化

の
た
め
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　★
株
式
会
社

　華
（
リ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
華
）
　様

　★
福
井
県
民
生
活
協
同
組
合

　様

　★
福
井
信
用
金
庫

　様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（50
音
順
）

環
境
ふ
く
い
未
来
創
造
事
業

平成２９年度助成団体一覧

団体名 活動概要 地域

1

2

3

坂口地区うららの町づくり振興会
環境部会

篠座の伝統的風景を守る会

ノーム自然環境教育事務所

ハッピー山と矢良巣岳の林道整備

篠座神社の湧水保全活動

森林を活用した環境教育活動

越前市

大野市

大野市

１　チャレンジ枠

団体名 活動概要 地域

1

2

3

福井県生活学校連絡協議会

一般社団法人
日本サーフィン連盟福井支部

めだかの学校塾

ごみの減量化を推進するための環境学習会
を実施

三国サンセットビーチを中心とした清掃活
動の実施

子どもから大人を対象に自然体験や農作業
体験を実施

福井市

坂井市

越前町

２　ボランティア枠

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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安田喜憲氏基調講演

ヴィクトリア・スミス氏記念講演

パネルディスカッションでのプレゼントシーン

ヴィクトリア・スミス氏
講演資料で紹介された

年縞のお菓子

　

 

水
月
湖
年
縞
の
保
全
・
活
用

　
平
成
30
年
９
月
に
若
狭
町
鳥
浜
で
開
館
予
定
の
年
縞
博

物
館
。
開
館
を
記
念
し
て
、
年
縞
の
保
全
と
活
用
を
テ
ー

マ
に
、
平
成
29
年
９
月
17
日
（
日
）
、
国
際
交
流
会
館
多

目
的
ホ
ー
ル
で
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
県
外
か
ら
の
参
加
者
を
含
め
約
２
５
０
名
が
聴
講
す
る

中
、
年
縞
を
は
じ
め
と
す
る
研
究
の
最
先
端
で
活
躍
す
る

国
内
外
の
研
究
者
の
講
演
を
通
じ
、
世
界
で
も
傑
出
し
た

価
値
を
持
つ
水
月
湖
の
年
縞
を
、
将
来
の
世
代
ま
で
守
り

続
け
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
や
、
福
井
の
宝
と
し
て
ど
の

よ
う
に
活
用
し
て
い
く
か
に
つ
い
て
、
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
基
調
講
演
で
は
、
年
縞
の
名
付
け
親
で
あ
る
、
ふ
じ
の

く
に
地
球
環
境
史
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
館
長
の
安
田
喜
憲
氏
が
、

「
水
月
湖
年
縞
の
発
見
・
研
究
」
と
題
し
、
平
成
３
年
に

水
月
湖
の
湖
底
堆
積
物
を

掘
削
し
た
経
緯
や
、
そ
の

際
に
発
見
さ
れ
た
縞
模
様

が
何
で
あ
る
か
判
明
す
る

の
に
約
２
年
を
要
し
た
こ

と
、
年
縞
研
究
の
成
果
に

よ
り
日
本
最
古
の
土
器
と

さ
れ
る
製
作
年
代
が
よ
り

正
確
に
特
定
で
き
た
こ
と

な
ど
、
分
か
り
や
す
く
お

話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
続
く
記
念
講
演
で

は
、
平
成
18
年
の
水

月
湖
掘
削
調
査
に
も

参
加
さ
れ
た
経
験
の

あ
る
オ
ッ
ク
ス

フ
ォ
ー
ド
大
学
准
教

授
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
・

ス
ミ
ス
氏
が
「
水
月

湖
年
縞
の
世
界
的
価

値
」
と
題
し
、
水
月

湖
年
縞
か
ら
得
ら
れ

る
情
報
が
、
自
身
が

行
う
火
山
堆
積
物
か
ら
の
地
層
の
年
代
特
定
に
関
す
る
研

究
へ
応
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
記
念
講
演
の
最
後
に
、
地
元
の
若
狭
町
で
製
作
販
売
さ

れ
て
い
る
年
縞
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
お
菓
子
も
画
像
で
紹

介
さ
れ
る
な
ど
、
国
際
的
研
究
者
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
る

講
演
と
な
り
ま
し
た
。

　
休
憩
を
挟
ん
で
行
わ
れ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、
県
文
化
顧
問
で
あ
る
山
根
一
眞
氏
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
に
、
年
縞
の
保
全
や
、
教
育
・
観
光
分
野
へ
の

活
用
に
つ
い
て
、
様
々
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
冒
頭
に
、
山
根
氏
が
立
命
館
大
学
教
授
中
川
毅
氏
の
著

書
が
先
日
、
講
談
社
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
賞
を
受
賞
さ
れ

た
こ
と
を
紹
介
、
ご
自
身
が
用
意
し
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
記

念
に
お
渡
し
さ
れ
る
な
ど
、
終
始
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で

進
行
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
縞
模
様
の
堆
積
物
を
「
年
縞
」
と
名
付
け
た
由

来
の
ほ
か
、
年
代
測
定
以
外
に
も
、
個
々
の
縞
に
含
ま
れ

て
い
る
花
粉
や
黄
砂
の
種
類
か
ら
過
去
の
気
候
状
況
が
推

測
で
き
る
こ
と
、
地
磁
気
の
変
動
等
も
記
録
さ
れ
て
い
る

こ
と
な
ど
、
水
月
湖
年
縞
の
持
つ
可
能
性
に
つ
い
て
も
話

題
と
な
り
ま
し
た
。

　
東
京
学
芸
大
学
名
誉
教
授
小
泉
武
栄
氏
か
ら
は
、
地
理

学
的
見
地
か
ら
若
狭
湾
全
体
の
ジ
オ
パ
ー
ク
化
の
可
能
性

に
つ
い
て
、
ま
た
、
福
井
県
里
山
里
海
湖
研
究
所
主
任
研

究
員
北
川
淳
子
氏
か
ら
は
、
現
在
建
設
中
の
年
縞
博
物
館

の
展
示
内
容
や
、
里
山
里
海
湖
研
究
所
で
の
年
縞
研
究
の

取
組
み
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
来
場
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
は
、
「
若
狭
三
方
縄
文

博
物
館
と
う
ま
く

コ
ラ
ボ
し
て
ほ
し

い
」
、
「
子
ど
も

た
ち
に
分
か
り
や

す
く
伝
え
る
施
設

を
期
待
し
ま
す
」

な
ど
、
建
設
中
の

施
設
の
活
用
方
法

を
考
え
る
上
で
も

大
変
参
考
と
な
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と

な
り
ま
し
た
。

水
月
湖
年
縞
　国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

自然体験教室の様子

デッキの整備

清掃活動の様子

環
境
ふ
く
い
推
進
協
議
会

　事
業
紹
介

　
こ
の
事
業
は
、
当
協
議
会
に
い
た
だ
い
た
寄
付
金
を
財

源
に
県
内
の
環
境
保
全
団
体
に
助
成
し
、
環
境
保
全
活
動

が
活
性
化
す
る
こ
と
目
的
に
平
成
27
年
度
か
ら
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
枠
（
経
営
計
画
に
基
づ
い
た
自
立
運
営
を

目
指
す
活
動
に
対
す
る
助
成
）
に
つ
い
て
は
、
最
長
３
年

間
継
続
し
て
助
成
し
、
団
体
の
育
成
を
支
援
し
ま
す
。

　
今
年
度
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
枠
３
団
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
枠

（
地
域
に
お
け
る
無
報
酬
の
環
境
保
全
活
動
の
維
持
等
に

対
す
る
助
成
）
３
団
体
に
対
し
助
成
し
て
い
ま
す
。

 

● 

助
成
を
受
け
た
団
体
の
活
動
紹
介

●
チ
ャ
レ
ン
ジ
枠

　
ノ
ー
ム
自
然
環
境
教
育
事
務
所
は
よ
り
多
く
の
方
々
が
豊

か
な
福
井
の
自
然
に
接
す
る
機
会
を
作
る
こ
と
、
福
井
の
環

境
を
守
る
次
世
代
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
人
材
を
育
成
す
る
こ

と
を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
は
、
施
設
内
の
デ
ッ
キ
の
整
備
や
、
研
修
生

の
受
け
入
れ
、
こ
ど
も
園
や
幼
稚
園
、
保
育
園
児
を
対
象
に

し
た
自
然
体
験
教
室
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
後
も
継
続
し
て
活
動
す
る
た
め
、
会
員
の
募
集

や
法
人
化
に
向
け
た
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
枠

　
一
般
社
団
法
人
日
本
サ
ー
フ
ィ
ン
連
盟
福
井
支
部
は
嶺
北

を
中
心
と
す
る
サ
ー
フ
ポ
イ
ン
ト
周
辺
で
、
ビ
ー
チ
ク
リ
ー

ン
や
環
境
美
化
活
動
を
行
い
、
清
掃
活
動
を
若
い
世
代
に
拡

大
す
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
は
、
地
元
の
高
校
生
な
ど
の
地
域
の
方
々
と

協
力
し
、
三
国
の
サ
ン
セ
ッ
ト
ビ
ー
チ
等
で
清
掃
活
動
を
行

い
ま
し
た
。

 

● 

ご
寄
付
に
つ
い
て

　
環
境
ふ
く
い
未
来
創
造
事
業
は
、
皆
様
か
ら
の
寄
付
金
に

よ
り
実
施
し
て
い
ま
す
。
県
内
の
環
境
保
全
活
動
の
活
性
化

の
た
め
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　★
株
式
会
社

　華
（
リ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
華
）
　様

　★
福
井
県
民
生
活
協
同
組
合

　様

　★
福
井
信
用
金
庫

　様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（50
音
順
）

環
境
ふ
く
い
未
来
創
造
事
業

平成２９年度助成団体一覧

団体名 活動概要 地域

1

2

3

坂口地区うららの町づくり振興会
環境部会

篠座の伝統的風景を守る会

ノーム自然環境教育事務所

ハッピー山と矢良巣岳の林道整備

篠座神社の湧水保全活動

森林を活用した環境教育活動

越前市

大野市

大野市

１　チャレンジ枠

団体名 活動概要 地域

1

2

3

福井県生活学校連絡協議会

一般社団法人
日本サーフィン連盟福井支部

めだかの学校塾

ごみの減量化を推進するための環境学習会
を実施

三国サンセットビーチを中心とした清掃活
動の実施

子どもから大人を対象に自然体験や農作業
体験を実施

福井市

坂井市

越前町

２　ボランティア枠

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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セミナーの様子

環境省「日本の外来種対策」ＨＰ
https://www.env.go.jp/nature/intro/2outline/list.html

　
当
協
議
会
で
は
環
境
保
全
活
動
の
活
性
化
の
た
め
、
企

業
や
環
境
保
全
団
体
向
け
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
や
、

環
境
保
全
活
動
の
活
性
化
を
担
う
若
手
リ
ー
ダ
ー
育
成
の

た
め
の
団
体
支
援
、
研
修
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

 

● 

環
境
福
井
ス
タ
イ
ル
セ
ミ
ナ
ー

　
環
境
福
井
ス
タ
イ
ル
と
は
、
環
境
保
全
団
体
が
情
報
共

有
と
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
よ
り
、
安
定
し
た
収
入
や
適
切
な

助
成
を
得
な
が
ら
、
企
業
と
も
協
働
し
て
活
動
し
て
い
く

こ
と
の
総
称
で
す
。

　
平
成
29
年
10
月
５
日
に
Ａ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
Ａ
に
お
い
て
開
催
し
、

33
名
の
会
員
が
参
加
し
ま
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
環
境

省 

自
然
環
境
局 

野
生
生
物
課
長 

堀
上
氏
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

中
池
見
ね
っ
と
事
務
局
長 

上
野
山
氏
を
迎
え
、「
外
来
生

物
や
獣
害
か
ら
福
井
の
自
然
環
境
を
守
る
」
を
テ
ー
マ
に

講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
堀
上
氏
か
ら
、「
ペ
ッ
ト
と
し
て
輸
入
さ
れ
た
ア
ラ
イ
グ

マ
が
分
布
を
拡
大
し
、
農
作
物
を
食
い
荒
ら
し
、
日
本
の

農
林
水
産
業
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
」
や
「
外

来
生
物
の
駆
除
の
際
に
は
環
境
省
の
Ｈ
Ｐ
で
そ
の
危
険
性

な
ど
の
情
報
を
集
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
」
な
ど

に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
上
野
山
氏
か
ら
、「
中
池
見
湿
地
に
お
け
る
イ
ノ

シ
シ
や
シ
カ
の
獣
害
被
害
の
状
況
」
や
「
外
来
植
物
の
駆

除
に
は
外
来
植
物
を
使
っ
た
野
草
茶
を
作
る
な
ど
、
一
般

の
方
が
参
加
し
や
す
い
駆
除
方
法
を
検
討
す
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
こ
と
」
な
ど
に
つ
い
て
、紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
講
演
後
は
、
堀
上
氏
と
上
野
山
氏
、
環
境
ふ
く
い
推
進

協
議
会
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
鈴
木
順
一
朗
氏
を
交
え
て
、

「
外
来
生
物
や
獣
害
か
ら
福
井
の
自
然
環
境
を
守
る
」
を

テ
ー
マ
に
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
ト
ー
ク

セ
ッ
シ
ョ
ン
の
中
で
は
、「
地
域
の
方
々
と
情
報
を
共
有
す

る
こ
と
で
、
外
来
生
物
の
侵
入
を
早
期
に
発
見
す
る
こ
と

が
で
き
る
」
こ
と
や
「
ど
の
外
来
生
物
を
優
先
し
て
駆
除

す
べ
き
か
を
判
断
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
」
な
ど
現
場

で
活
動
さ
れ
る
お
二
人
な
ら
で
は
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
外
来
生
物
や
獣
害
対
策
に
取
組
む
団
体
の
皆
様
、
ぜ
ひ

参
考
に
し
て
い
た
だ
き
、
今
後
の
事
業
に
役
立
て
て
く
だ

さ
い
。

環境省自然環境局野生生物課長　堀上　 勝　氏

　平成元年に環境省に入庁。外来生物法の制定や特定外来生物の指定、また、
ブラックバスに関し釣り業界との調整やアライグマの防除について市町村
との調整を行う。兵庫県や愛知県などで発見されているヒアリの対策にも
携わる。

ふ
く
い
ま
る
ご
と
環
境
学
び
舎

NPO 法人中池見ねっと事務局長　上野山　雅子　氏

　平成８年より中池見湿地トラストに参加。平成２２年から、NPO 法人中
池見ねっとのスタッフとして中池見湿地において、外来種の防除や水田生
態系保全、来園者に対するガイドなど幅広い分野で活動している。

講 

師 

紹 

介

講 

師 

紹 

介

多くの人が参加したイベント

アオッサ古本市の様子会場の様子

福井県おもちゃ病院 検 索

活動場所と日時
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おくえつおもちゃ病院

ふくいおもちゃ病院

さばえおもちゃ病院
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敦賀おもちゃ病院

わかさおもちゃ病院

おもちゃ病院鯖の道

あわら市社会福祉協議会
（あわら市市姫２-３１-６） 不定期

大野市西部児童センター
（大野市泉町 6-20） 不定期

総合グリーンセンター
（坂井市丸岡町楽間 15） 毎月第３日曜日

毎月第１、第３土曜日、
第３日曜日

エコネットさばえ
（鯖江市中野町 73-11）
越前町社会福祉センター
（越前町西田中８-２０-１） 不定期

敦賀市生涯学習センター
（敦賀市東洋町 1-1） 毎月第１土曜日

こども家族館
（おおい町成海 1-1-1） 偶数月第 3日曜日

若狭図書学習センターなど
（小浜市南川町 6-11） 不定期（年 4回）

活 動 場 所 日　時

おもちゃ修理の様子

催
し
、
延
べ
３
５
０
人
以
上
が
受
講
さ
れ
ま
し
た
。
養
成

講
座
を
受
講
し
た
「
お
も
ち
ゃ
ド
ク
タ
ー
」
の
う
ち
希
望

者
は
、「
お
も
ち
ゃ
病
院
」
で
お
も
ち
ゃ
の
修
理
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
現
在
「
お
も
ち
ゃ
病
院

は
」、
福
井
市
、
敦
賀
市
、

小
浜
市
、鯖
江
市
、大
野
市
、

あ
わ
ら
市
、
越
前
町
、
お

お
い
町
で
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
各
病
院
の
活
動

日
、
活
動
場
所
等
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。

 

● 

【
リ
サ
イ
ク
ル
文
化
】
の
定
着

１
「
ま
ご
こ
ろ
古
本
市
」
の
開
催

　
県
庁
１
階
ロ
ビ
ー
や
、
福
井
駅
西
口
地
下
駐
車
場
等
に

 

● 

も
の
を
大
切
に
す
る
こ
と

　
当
協
議
会
で
は
、
福
井
県
環
境
基
本
計
画
に
掲
げ
た
『
も

の
を
大
切
に
す
る
社
会
づ
く
り
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
の

一
環
と
し
て
、県
民
一
人
ひ
と
り
が
「
も
の
を
大
切
に
す
る
」

意
識
を
持
ち
、
大
切
な
資
源
を
有
効
活
用
す
る
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
に
結
び
付
く
取
組
み
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
29
年
９
月
に
は
、
福
井
駅
西
口
の
ハ
ピ
テ
ラ
ス
で
、

大
古
本
市
、
お
も
ち
ゃ
病
院
、
ま
ち
の
修
理
屋
さ
ん
を
同

時
に
行
う
総
合
的
な
リ

ユ
ー
ス
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

「
わ
く
わ
く
も
っ
た
い
ひ
ろ

ば
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
学
生
や
家
族
連

れ
等
約
１
，
５
０
０
名
の

方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、

「
も
の
を
大
切
に
す
る
社

会
」
の
さ
ら
な
る
定
着
を

図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 

● 

【
修
理
す
る
文
化
】
の
醸
成

１
「
お
も
ち
ゃ
ド
ク
タ
ー
」
の
養
成

　
お
も
ち
ゃ
の
修
理
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
も
の
を

大
切
に
す
る
気
持
ち
を
伝
え
る
た
め
、
お
も
ち
ゃ
の
修
理

を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
お
も
ち
ゃ
ド
ク
タ
ー
」
の
養
成

講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
23
年
度
か
ら
こ
れ
ま
で
に
、
養
成
講
座
を
21
回
開

も
の
を
大
切
に
す
る

　
　
　社
会
づ
く
り
事
業

設
置
し
た
ボ
ッ
ク
ス
を
通
じ
て
回
収
し
た
古
本
を
、
ア
オ
ッ

サ
等
で
の
「
ま
ご
こ
ろ
古
本
市
」
で
販
売
し
、
そ
の
売
り

上
げ
を
県
内
の
環
境
保
全

団
体
の
支
援
等
に
活
用
し

て
い
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
か
ら
は
毎

回
の
古
本
市
に
テ
ー
マ
を

決
め
、
児
童
書
や
参
考
書

等
の
フ
ェ
ア
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
有
人
販
売
に
加

え
て
よ
り
多
く
の
方
に
ご

利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、

県
内
の
３
か
所
で
古
本
の

無
人
販
売
も
行
っ
て
い
ま

す
。

２ 

民
間
団
体
に
よ
る
リ
ユ
ー
ス
活
動
の
支
援

　
各
地
域
で
の
古
本
や
子
育
て
用
品
の
リ
ユ
ー
ス
活
動
を

活
発
化
さ
せ
る
た
め
、
リ
ユ
ー
ス
行
事
を
実
施
す
る
団
体

に
対
し
、
古
本
の
提
供
や
開
催
に
必
要
な
備
品
の
購
入
補

助
等
を
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っ
て
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ま
す
。
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受
け
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団
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は
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県
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境
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ェ
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、
各
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お
祭
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で
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本
市
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
平
成
29
年
度
か

ら
は
、
支
援
を
受
け
た
団

体
が
県
内
２
か
所
で
子
育

て
用
品
リ
ユ
ー
ス
市
を
実

施
し
、
計
１
，５
０
０
点

を
超
え
る
子
育
て
用
品
が

新
た
な
持
ち
主
に
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
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を
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ス
活
動
の
支
援

　
各
地
域
で
の
古
本
や
子
育
て
用
品
の
リ
ユ
ー
ス
活
動
を

活
発
化
さ
せ
る
た
め
、
リ
ユ
ー
ス
行
事
を
実
施
す
る
団
体

に
対
し
、
古
本
の
提
供
や
開
催
に
必
要
な
備
品
の
購
入
補

助
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
支
援
を
受
け
た
民
間
団

体
は
、
県
内
の
環
境
フ
ェ

ア
、
各
地
区
の
お
祭
り
等

で
古
本
市
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
平
成
29
年
度
か

ら
は
、
支
援
を
受
け
た
団

体
が
県
内
２
か
所
で
子
育

て
用
品
リ
ユ
ー
ス
市
を
実

施
し
、
計
１
，５
０
０
点

を
超
え
る
子
育
て
用
品
が

新
た
な
持
ち
主
に
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
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むしむしくん

ブースの様子

ブースの様子

むしむしくんブースの様子

作成された
木のマグネット

く
ん
を
作
ろ
う
！
」
を
実
施
し
、
ク
ラ
フ
ト
に
夢
中
に
な
っ

て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
様
子
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

 

● 

木
の
お
も
ち
ゃ
博
（
福
井
市
）

　
一
般
社
団
法
人
モ
ッ
ク
イ
ッ
ク
が
主
催
す
る
木
の
お
も

ち
ゃ
博
が
平
成
29
年
６
月
24
、
25
日
に
県
産
業
会
館
で
開

催
さ
れ
、
当
協
議
会
は
県
と
合
同
で
木
の
マ
グ
ネ
ッ
ト
づ

く
り
を
行
い
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
会
場
に
は
、
２
日
間
で

延
べ
２
７
，０
０
０
名
の
方
が
来
場
し
、
協
議
会
の
ブ
ー
ス

も
大
盛
況
で
し
た
。
参
加
者
は
木
の
マ
グ
ネ
ッ
ト
に
好
き

な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
イ
ラ
ス
ト
を
描
き
、
大
事
に
持
っ
て

帰
り
ま
し
た
。

　
当
協
議
会
で
は
、
環
境
に
つ
い
て
県
民
に
考
え
て
も
ら

う
機
会
を
提
供
す
る
た
め
、
各
市
町
で
実
施
し
て
い
る
環

境
フ
ェ
ア
等
で
の
ブ
ー
ス
出
展
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

 

● 

ア
ー
ス
デ
イ
え
ち
ぜ
ん
２
０
１
７
（
越
前
市
）

　
エ
コ
ラ
ブ
え
ち
ぜ
ん
が
主
催
す
る
ア
ー
ス
デ
イ
え
ち
ぜ

ん
２
０
１
７
が
平
成
29
年
５
月
14
日
に
い
ま
だ
て
芸
術
館

で
開
催
さ
れ
、
当
協
議
会
も
ブ
ー
ス
出
展
を
行
い
ま
し
た
。

　
ノ
ー
ム
自
然
環
境
教
育
事
務
所
（
Ｐ
５
で
取
組
み
を
紹
介
）

に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
自
然
の
小
枝
を

使
っ
た
ク
ラ
フ
ト
講
座
「
む
し
む
し
く

ん
を
作
ろ
う
！
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
の
こ
ぎ
り
で
木
を
切
っ
た

り
、
ド
リ
ル
で
穴
を
あ
け
た
り
、
ボ
ン

ド
で
葉
っ
ぱ
を
貼
っ
た
り
し
て
、
虫
の

小
物
「
む
し
む
し
く
ん
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

 

● 

さ
ば
え
環
境
フ
ェ
ア
（
鯖
江
市
）

　
鯖
江
市
と
鯖
江
市
環
境
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
が
主
催
す

る
さ
ば
え
環
境
フ
ェ
ア
２
０
１
７
が
平
成
29
年
６
月
18
日

に
嚮
陽
会
館
で
開
催
さ
れ
、
ク
ラ
フ
ト
講
座
「
む
し
む
し

各
市
町
環
境
フ
ェ
ア
に

　
　
　
　
　
お
け
る
広
報

 

● 

福
井
市
環
境
フ
ェ
ア
（
福
井
市
）

　
福
井
市
環
境
推
進
会
議
が
主
催

す
る
福
井
市
環
境
フ
ェ
ア
が
平
成

29
年
10
月
７
〜
９
日
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
当
協
議
会
は
、
福
井
新

聞
社
内
の
展
示
ブ
ー
ス
で
当
協
議

会
の
活
動
を
紹
介
す
る
ブ
ー
ス
を

設
け
ま
し
た
。
福
井
新
聞
社
会
場

に
は
２
，０
０
０
名
の
方
々
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

 

● 

Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
　
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
２
０
１
７

　
　
〜
つ
る
が
環
境
フ
ェ
ア
〜
（
敦
賀
市
）

　
つ
る
が
環
境
み
ら
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
主
催
す
る
Ｇ
Ｒ

Ｅ
Ｅ
Ｎ
　
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
２
０
１
７
が
平
成
29
年
11
月
23

日
に
き
ら
め
き
み
な
と
館
で
開
催
さ
れ
、
当
協
議
会
は
県

と
合
同
で
子
育
て
リ
ユ
ー
ス
市
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
服
や
お
も
ち
ゃ
、
育
児

用
品
、
絵
本
な
ど
、
使
用
期
間
が

短
く
、
家
庭
で
眠
っ
て
し
ま
い
が

ち
な
子
育
て
用
品
を
県
民
か
ら
回

収
し
、
２
，１
６
１
点
の
子
育
て
用

品
が
リ
ユ
ー
ス
さ
れ
ま
し
た
。

Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
　
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
２
０
１
７
で
は
、
当

協
議
会
ブ
ー
ス
に
募
金
箱
を
設
置
し
、
来
場
い
た
だ

い
た
み
な
さ
ま
か
ら
寄
付
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

寄
付
金
は
環
境
ふ
く
い
未
来

創
造
事
業
の
助
成
資
金
と
し

て
県
内
の
環
境
保
全
活
動
の

支
援
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

ご寄付ありがとう
ございました

名古屋製作所での説明

米原工場での説明

　
次
に
訪
れ
た
の
は
、
滋
賀
県
米
原
市
に
あ
る
パ
ナ
ソ
ニ
ッ

ク
（
株
）
エ
コ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
社
米
原
工
場
で
す
。

こ
ち
ら
の
工
場
は
雨
と
い
を
中
心
に
高
品
質
な
建
材
を
生

産
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
の
雨
と
い
メ
ー
カ
ー
と
し

て
最
初
に
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
と
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
を
取

得
し
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
設
備
の
エ
ア
ー
漏
れ
を
一
つ
一
つ
調
査
・

修
繕
を
行
う
こ
と
に
よ
る
使
用
電
力
の
削
減
や
ゴ
ミ
の
分

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
事
業

 

● 

企
業
見
学
会
（
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）

　
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
事
業
と
し

て
、
当
協
議
会
企
業
会
員
18
社
と
行
政
、
33
名
の
参
加
の

も
と
、
平
成
29
年
８
月
29
日
（
火
）
に
環
境
保
全
に
取
組

ん
で
お
ら
れ
る
県
外
の
先
進
企
業
の
見
学
会
を
実
施
し
ま

し
た
。　

　
最
初
に
訪
れ
た
の
は
、
愛
知
県
名
古
屋
市
に
あ
る
三
菱

電
機
（
株
）
名
古
屋
製
作
所
で
す
。
名
古
屋
製
作
所
は
同

社
の
Ｆ
Ａ
事
業
の
中
核
事
業
所
を
担
っ
て
お
り
、
近
年
、

Ｉ
ｏ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
た
先
端
工
場
と
な
る
新
生
産
棟
を

建
設
し
ま
し
た
。
同
棟
の
取
組
み
に
つ
い
て
は
一
般
財
団

法
人
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
が
主
催
す
る
平
成
28
年
度

「
省
エ
ネ
大
賞
」
の
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
長
官
賞
を
受
賞

し
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
「
省
エ
ネ
大
賞
」
を
受
賞
し
た
取
組
み
を

中
心
に
説
明
を
受
け
た
後
で
、
あ
ら
ゆ
る
設
備
が
「
見
え

る
化
」
さ
れ
た
新
生
産
棟
を
見
学
し
ま
し
た
。
「
見
え
る

化
」
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
収
集
し
た
情
報
を
活
用
し
、
生

産
効
率
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
を
最
適
化
す
る
先
進
的
な
省

エ
ネ
の
取
組
み
を
学
び
ま
し
た
。

別
の
徹
底
に
よ
る
経
費
節
減
等
の
改
善
事
例
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
た
後
で
、
実
際
の
設
備
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
見
学
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
い
た
ど
ち
ら
の
工
場
で
も
、

興
味
深
い
内
容
の
省
エ
ネ
の
取
組
み
を
実
践
し
て
お
り
、

見
学
後
は
活
発
な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
充
実
し

た
見
学
会
と
な
り
ま
し
た
。

　三
菱
電
機
（
株
）
名
古
屋
製
作
所

　パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
（
株
）

　エ
コ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
社
　米
原
工
場

※

平
成
30
年
２
月
６
日
（
火
）
に
開
催
を
予
定
し
て

　
い
た
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
は
大
雪
の
た

　
め
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
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も
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、
各
市
町
で
実
施
し
て
い
る
環

境
フ
ェ
ア
等
で
の
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出
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お
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す
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デ
イ
え
ち
ぜ
ん
２
０
１
７
（
越
前
市
）

　
エ
コ
ラ
ブ
え
ち
ぜ
ん
が
主
催
す
る
ア
ー
ス
デ
イ
え
ち
ぜ

ん
２
０
１
７
が
平
成
29
年
５
月
14
日
に
い
ま
だ
て
芸
術
館

で
開
催
さ
れ
、
当
協
議
会
も
ブ
ー
ス
出
展
を
行
い
ま
し
た
。

　
ノ
ー
ム
自
然
環
境
教
育
事
務
所
（
Ｐ
５
で
取
組
み
を
紹
介
）

に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
自
然
の
小
枝
を

使
っ
た
ク
ラ
フ
ト
講
座
「
む
し
む
し
く

ん
を
作
ろ
う
！
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
の
こ
ぎ
り
で
木
を
切
っ
た

り
、
ド
リ
ル
で
穴
を
あ
け
た
り
、
ボ
ン

ド
で
葉
っ
ぱ
を
貼
っ
た
り
し
て
、
虫
の

小
物
「
む
し
む
し
く
ん
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

 

● 

さ
ば
え
環
境
フ
ェ
ア
（
鯖
江
市
）

　
鯖
江
市
と
鯖
江
市
環
境
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
が
主
催
す

る
さ
ば
え
環
境
フ
ェ
ア
２
０
１
７
が
平
成
29
年
６
月
18
日

に
嚮
陽
会
館
で
開
催
さ
れ
、
ク
ラ
フ
ト
講
座
「
む
し
む
し

各
市
町
環
境
フ
ェ
ア
に

　
　
　
　
　
お
け
る
広
報

 

● 

福
井
市
環
境
フ
ェ
ア
（
福
井
市
）

　
福
井
市
環
境
推
進
会
議
が
主
催

す
る
福
井
市
環
境
フ
ェ
ア
が
平
成

29
年
10
月
７
〜
９
日
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
当
協
議
会
は
、
福
井
新

聞
社
内
の
展
示
ブ
ー
ス
で
当
協
議

会
の
活
動
を
紹
介
す
る
ブ
ー
ス
を

設
け
ま
し
た
。
福
井
新
聞
社
会
場

に
は
２
，０
０
０
名
の
方
々
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

 

● 

Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
　
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
２
０
１
７

　
　
〜
つ
る
が
環
境
フ
ェ
ア
〜
（
敦
賀
市
）

　
つ
る
が
環
境
み
ら
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
主
催
す
る
Ｇ
Ｒ

Ｅ
Ｅ
Ｎ
　
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
２
０
１
７
が
平
成
29
年
11
月
23

日
に
き
ら
め
き
み
な
と
館
で
開
催
さ
れ
、
当
協
議
会
は
県

と
合
同
で
子
育
て
リ
ユ
ー
ス
市
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
服
や
お
も
ち
ゃ
、
育
児

用
品
、
絵
本
な
ど
、
使
用
期
間
が

短
く
、
家
庭
で
眠
っ
て
し
ま
い
が

ち
な
子
育
て
用
品
を
県
民
か
ら
回

収
し
、
２
，１
６
１
点
の
子
育
て
用

品
が
リ
ユ
ー
ス
さ
れ
ま
し
た
。

Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
　
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
２
０
１
７
で
は
、
当

協
議
会
ブ
ー
ス
に
募
金
箱
を
設
置
し
、
来
場
い
た
だ

い
た
み
な
さ
ま
か
ら
寄
付
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

寄
付
金
は
環
境
ふ
く
い
未
来

創
造
事
業
の
助
成
資
金
と
し

て
県
内
の
環
境
保
全
活
動
の

支
援
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

ご寄付ありがとう
ございました

名古屋製作所での説明

米原工場での説明

　
次
に
訪
れ
た
の
は
、
滋
賀
県
米
原
市
に
あ
る
パ
ナ
ソ
ニ
ッ

ク
（
株
）
エ
コ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
社
米
原
工
場
で
す
。

こ
ち
ら
の
工
場
は
雨
と
い
を
中
心
に
高
品
質
な
建
材
を
生

産
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
の
雨
と
い
メ
ー
カ
ー
と
し

て
最
初
に
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
と
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
を
取

得
し
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
設
備
の
エ
ア
ー
漏
れ
を
一
つ
一
つ
調
査
・

修
繕
を
行
う
こ
と
に
よ
る
使
用
電
力
の
削
減
や
ゴ
ミ
の
分

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
事
業

 

● 

企
業
見
学
会
（
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）

　
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
事
業
と
し

て
、
当
協
議
会
企
業
会
員
18
社
と
行
政
、
33
名
の
参
加
の

も
と
、
平
成
29
年
８
月
29
日
（
火
）
に
環
境
保
全
に
取
組

ん
で
お
ら
れ
る
県
外
の
先
進
企
業
の
見
学
会
を
実
施
し
ま

し
た
。　

　
最
初
に
訪
れ
た
の
は
、
愛
知
県
名
古
屋
市
に
あ
る
三
菱

電
機
（
株
）
名
古
屋
製
作
所
で
す
。
名
古
屋
製
作
所
は
同

社
の
Ｆ
Ａ
事
業
の
中
核
事
業
所
を
担
っ
て
お
り
、
近
年
、

Ｉ
ｏ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
た
先
端
工
場
と
な
る
新
生
産
棟
を

建
設
し
ま
し
た
。
同
棟
の
取
組
み
に
つ
い
て
は
一
般
財
団

法
人
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
が
主
催
す
る
平
成
28
年
度

「
省
エ
ネ
大
賞
」
の
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
長
官
賞
を
受
賞

し
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
「
省
エ
ネ
大
賞
」
を
受
賞
し
た
取
組
み
を

中
心
に
説
明
を
受
け
た
後
で
、
あ
ら
ゆ
る
設
備
が
「
見
え

る
化
」
さ
れ
た
新
生
産
棟
を
見
学
し
ま
し
た
。
「
見
え
る

化
」
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
収
集
し
た
情
報
を
活
用
し
、
生

産
効
率
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
を
最
適
化
す
る
先
進
的
な
省

エ
ネ
の
取
組
み
を
学
び
ま
し
た
。

別
の
徹
底
に
よ
る
経
費
節
減
等
の
改
善
事
例
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
た
後
で
、
実
際
の
設
備
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
見
学
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
い
た
ど
ち
ら
の
工
場
で
も
、

興
味
深
い
内
容
の
省
エ
ネ
の
取
組
み
を
実
践
し
て
お
り
、

見
学
後
は
活
発
な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
充
実
し

た
見
学
会
と
な
り
ま
し
た
。

　三
菱
電
機
（
株
）
名
古
屋
製
作
所

　パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
（
株
）

　エ
コ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
社
　米
原
工
場

※

平
成
30
年
２
月
６
日
（
火
）
に
開
催
を
予
定
し
て

　
い
た
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
は
大
雪
の
た

　
め
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
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エクスカーション

エコプロ2017

パネルディスカッション

山
雅
子
氏
（
Ｐ
６
参
照
）
よ
り
、
中
池
見
湿
地
の
豊
か
な

自
然
の
紹
介
と
と
も
に
、
ミ
ニ
田
ん
ぼ
サ
ポ
ー
タ
ー
事
業
、

地
元
企
業
と
の
連
携
事
業
な
ど
の
特
色
あ
る
取
組
み
や
、

ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
な
ど
の
外
来
生
物
、
鳥
獣
被
害
な
ど

の
課
題
と
対
策
に
つ
い
て
も
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
そ
の
後
プ
ラ
ザ
萬
象
（
敦
賀
市
）
に
移
動
し
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
「
里
山
里
海
湖
活
動
に
お
け
る
資
金
確
保
と
多
様

な
主
体
の
協
働
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
里
山
里
海
湖
の
保

全
は
、
人
に
よ
る
管
理
が
必
要
で
あ
り
、
実
施
主
体
で
あ

る
市
民
団
体
等
の
果
た
す
役
割
は
重
要
で
す
。
そ
の
活
動

の
活
発
化
の
た
め
に
は
、
市
民
団
体
等
が
経
済
的
に
自
立

し
活
動
で
き
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
は
基
調
報
告
と
し
て
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
自
然
再
生
セ
ン

タ
ー
事
務
局
長
の
小
倉
加
代
子
氏
か
ら
中
海
（
島
根
県
・

鳥
取
県
）
の
自
然
再
生
活
動
の
取
組
み
を
紹
介
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、
積
水
樹
脂
株
式
会
社
（
滋
賀
県
）、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
中
池
見
ね
っ
と
（
敦
賀
市
）、
水
辺
と
生
き
物
を
守

る
農
家
と
市
民
の
会
（
越
前
市
）、
長
野
県
環
境
部
自
然
保

護
課
の
方
々
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
企
業
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
行
政
の
立

場
で
の
活
動
報
告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
里
山

里
海
湖
活
動
に
お
け
る
資
金
獲
得
の
課
題
、
企
業
に
と
っ

て
の
里
山
里
海
湖
活
動
、
行
政
に
よ
る
市
民
団
体
と
企
業

の
マ
ッ
チ
ン
グ
、
寄
付
等
に
つ
い
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
、
多
様
な
主
体
の
協
働
に
よ
る
里
山
里
海

湖
の
保
全
方
法
を
考
え
ま
し
た
。

　
平
成
25
年
９
月
に
福
井
県
で
開
催
さ
れ
た
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｙ

Ａ
Ｍ
Ａ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
国
際
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
第
４

回
定
例
会
合
を
契
機
に
、
福
井
県
と
石
川
県
の
両
知
事
が

代
表
を
務
め
、
民
間
企
業
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
研
究
機
関
、

行
政
機
関
等
の
組
織
が
参
画
す
る
「
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
設
立
さ
れ
ま

し
た
。

　
本
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
国
内
に
お
け
る
多
様
な
主
体
が

そ
の
垣
根
を
越
え
、
様
々
な
交
流
・
連
携
・
情
報
交
換
等

を
図
る
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
構
築
し
、Ｓ
Ａ
Ｔ

Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
に
お
け
る
生
物
多
様
性
の
保
全
・
利
用
の
取

組
み
を
国
民
的
取
組
み
へ
展
開
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
現
在
１
１
１
の
団
体
が
参
加
し
、
自
然
再
生
の

先
進
地
の
視
察
や
、
里
山
里
海
湖
の
保
全
・
再
生
活
動
に

か
か
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
、
環
境
関
連
の
展
示
会
で

の
活
動
Ｐ
Ｒ
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　平
成
29
年
度
の
活
動
紹
介

（
１
）
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
平
成
29
年
11
月
18
日
に
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地
で

あ
る
中
池
見
湿
地
（
敦
賀
市
）
で
地
元
が
進
め
る
自
然
再

生
活
動
を
視
察
し
ま
し
た
。
現
地
で
は
、
湿
地
を
管
理
す

る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
中
池
見
ね
っ
と
」
の
事
務
局
長
　
上
野

Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
２
）
環
境
展
示
会
で
の
活
動
Ｐ
Ｒ

　
平
成
29
年
12
月
７
〜
９
日
に
東
京
国
際
展
示
場
で
開
催

さ
れ
た
環
境
展
示
会
エ
コ
プ
ロ
２
０
１
７
に
「
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ

Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
と
け
も
の
た
ち
展
」
と
し
て
出
展
し
ま
し
た
。

４
回
目
の
出
展
と
な
る
今
回
は
、
近
年
里
山
で
問
題
に
な
っ

て
い
る
「
鳥
獣
被
害
」
を
取
り
上
げ
、
里
山
の
鳥
獣
被
害

の
現
状
や
、
鳥
獣
の
資
源
的
利
用
と
し
て
の
「
ジ
ビ
エ
」

や
「
皮
製
品
」
を
消
費
す
る
こ
と
で
、
都
市
部
の
人
で
も

里
山
の
保
全
・
振
興
に
貢
献
で
き
る
こ
と
を
伝
え
ま
し
た
。
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。
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現
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の
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で

の
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Ｐ
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ど
を
行
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ま
す
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成
29
年
度
の
活
動
紹
介

（
１
）
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
平
成
29
年
11
月
18
日
に
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地
で

あ
る
中
池
見
湿
地
（
敦
賀
市
）
で
地
元
が
進
め
る
自
然
再

生
活
動
を
視
察
し
ま
し
た
。
現
地
で
は
、
湿
地
を
管
理
す

る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
中
池
見
ね
っ
と
」
の
事
務
局
長
　
上
野

Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
２
）
環
境
展
示
会
で
の
活
動
Ｐ
Ｒ

　
平
成
29
年
12
月
７
〜
９
日
に
東
京
国
際
展
示
場
で
開
催

さ
れ
た
環
境
展
示
会
エ
コ
プ
ロ
２
０
１
７
に
「
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ

Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
と
け
も
の
た
ち
展
」
と
し
て
出
展
し
ま
し
た
。

４
回
目
の
出
展
と
な
る
今
回
は
、
近
年
里
山
で
問
題
に
な
っ

て
い
る
「
鳥
獣
被
害
」
を
取
り
上
げ
、
里
山
の
鳥
獣
被
害

の
現
状
や
、
鳥
獣
の
資
源
的
利
用
と
し
て
の
「
ジ
ビ
エ
」

や
「
皮
製
品
」
を
消
費
す
る
こ
と
で
、
都
市
部
の
人
で
も

里
山
の
保
全
・
振
興
に
貢
献
で
き
る
こ
と
を
伝
え
ま
し
た
。

食べきり学習会見学

意見交換会

採れすぎた野菜

手つかず食品

県
事
業
の
お
知
ら
せ

　
賞
味
期
限
切
れ
、
消
費
期
限
切
れ
、
食
べ
残
し
と
い
っ

た
、
本
来
食
べ
ら
れ
た
は
ず
の
い
わ
ゆ
る
「
食
品
ロ
ス
」

は
、
日
本
国
内
で
年
間
６
２
１
万
ト
ン
に
も
上
り
ま
す
。

　
福
井
県
で
は
「
お
い
し
い
食
べ
き
り
」
発
祥
県
と
し
て
、

平
成
18
年
度
か
ら
全
国
に
先
駆
け
て
、
お
い
し
い
食
材
を

使
っ
て
お
い
し
い
料
理
を
適
量
作
っ
て
食
べ
き
る
運
動
、

「
お
い
し
い
ふ
く
い
食
べ
き
り
運
動
」
を
展
開
し
、
食
品

ロ
ス
の
削
減
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

 

● 

全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
の
広
が
り

　
平
成
28
年
10
月
に
、
本
県
が
全
国
に
呼
び
か
け
、
食
品

ロ
ス
削
減
に
取
り
組
む
自
治
体
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
全

国
お
い
し
い
食
べ
き
り
運
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
」
が

設
立
し
ま
し
た
。
設
立
後
も
参
加
自
治
体
は
着
実
に
増
え
、

平
成
30
年
１
月
末
現
在
、
47
都
道
府
県
、
２
７
０
市
区
町

村
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
29
年
８
月
に
は
、
福
井
市
に
お
い
て
協
議
会
の
参

加
自
治
体
が
「
お
い
し
い
ふ
く
い
食
べ
き
り
運
動
」
の
活

動
内
容
を
学
ぶ
「
食
べ
き
り
塾
」
を
開
催
し
、
全
国
か
ら

39
自
治
体
が
参
加
し
ま
し
た
。「
食
べ
き
り
塾
」
で
は
、
県

連
合
婦
人
会
が
実
施
し
て
い
る
「
食
べ
き
り
学
習
会
」
を

保
育
園
で
見
学
し
た
ほ
か
、
食
品
ロ
ス
を
学
ぶ
講
義
や
、

参
加
自
治
体
間
で
食
べ
き
り
運
動
を
進
め
る
上
で
の
課
題

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
12
月
か
ら
１
月
の
宴
会
の
多
い
時
期
に
、
食
べ
残
し
を

な
く
す
こ
と
を
呼
び
か
け
る
「
全
国
共
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

を
今
年
度
も
参
加
自
治
体
で
実
施
し
ま
し
た
。

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
参
加
自
治
体
数
は
昨
年
度
よ
り
も
増
加

し
、
全
国
30
道
府
県
、
84
市
区
町
で
、「
お
い
し
く
残
さ
ず

食
べ
き
ろ
う
」
を
共
通
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
、
各

自
治
体
で
ポ
ス
タ
ー
や
ち
ら
し
を
企
業
や
飲
食
店
に
配
布

し
て
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。

 

● 

県
内
で
食
品
ロ
ス
実
態
調
査
を
実
施

　
今
年
度
、
環
境
省
の
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
、
県
内
７
地

域
に
お
い
て
食
品
ロ
ス
実
態
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
家

庭
か
ら
排
出
さ
れ
た
燃
や
せ
る
ご
み
を
１
地
域
当
た
り
約

２
０
０
kg 

開
封
し
、
種
別
ご
と
に
分
別
し
て
重
量
を
計
測

し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
可
燃
ご
み
に
占
め
る
食
品
廃

棄
物
の
割
合
は
、
３
９
・
５
％
、
う
ち
食
品

ロ
ス
の
割
合
は
１
３
・
５
％
で
し
た
。
食
品

ロ
ス
と
し
て
出
さ
れ
て
い
た
も
の
は
、
期
限

切
れ
の
粉
類
や
採
れ
す
ぎ
た
野
菜
な
ど
の
手

つ
か
ず
食
品
と
、
ご
は
ん
や
煮
物
な
ど
の
お

か
ず
の
食
べ
残
し
が
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。

　
調
査
結
果
を
基
に
食
品
ロ
ス
削
減
の
た
め

の
「
お
い
し
い
ふ
く
い
食
べ
き
り
推
進
施
策

モ
デ
ル
」
を
県
か
ら
市
町
に
提
案
し
ま
し
た
。
各
市
町
に

お
い
て
モ
デ
ル
施
策
を
基
に
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
作

成
し
、
着
実
に
実
施
し
て
い
く
こ
と
を
11
月
に
開
催
し
た

「
福
井
県
ご
み
減
量
化
推
進
会
議
」
で
申
し
合
わ
せ
ま
し
た
。

「
お
い
し
い
ふ
く
い
食
べ
き
り
運
動
」

と
食
品
ロ
ス
実
態
調
査
結
果

■ 食品ロス　■ 食品廃棄物　■ プラスチック類　■ 紙おむつ　■ 紙類　■ 木・竹・わら類　■ 繊維・布類　■ その他

13.5％
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回収した雑がみの袋

可燃ごみに混在する紙資源

まちの修理屋さん

ふくい　まちの修理屋さん 検 索

紙の箱

台紙・タグ

紙の芯

メモ用紙、ちらし

包装紙

福井県　雑がみ 検 索

雑誌の間に挟む

紙袋に入れて
紙ひもでとじる

まとめて
紙ひもで縛る

福井市環境フェア

 

● 

２
つ
の
Ｒ・
・
・「
雑
が
み
」
の
分
別

　
県
で
は
、
従
来
か
ら
３
つ
の
Ｒ

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の

う
ち
、「
雑
が
み
」を
分
別
し
て「
燃

や
せ
る
ご
み
」
を
減
ら
し

（Reduce
（
リ
デ
ュ
ー
ス
））、
回

収
し
て
資
源
化
す
る
（Recycle

（
リ
サ
イ
ク
ル
））取
組
み
と
し
て
、

「
雑
が
み
分
別
回
収
運
動
」
を
進

め
て
い
ま
す
。

 

● 

「
燃
や
せ
る
ご
み
」
か
ら
「
雑
が
み
」
を

　
　
分
別
し
て
、
リ
サ
イ
ク
ル
し
ま
し
ょ
う
。

　
家
庭
か
ら
出
る
燃
や

せ
る
ご
み
の
う
ち
「
紙

ご
み
」は
５
割
を
超
え
、

リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
紙

は
そ
の
約
４
割
を
占
め

て
い
ま
す
。

　
包
装
紙
や
封
筒
な
ど

の
「
雑
が
み
」
を
分
別

し
て
リ
サ
イ
ク
ル
す
る

た
め
に
、「
雑
が
み
」

の
資
源
化
に
つ
い
て
さ

ら
に
周
知
徹
底
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
す
。

 

● 

チ
ャ
レ
ン
ジ
‼
「
雑
が
み
」回
収
コ
ン
テ
ス
ト

　
福
井
市
で
雑
が
み
の
回
収
量
を
競
う
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
雑
が
み
回
収
用
の
紙
袋
を
事
前
に
配
布
し

て
集
め
て
も
ら
っ
た
雑
が
み
（
ち
ら
し
、
包
装
紙
、
封
筒

な
ど
）
を
、福
井
市
環
境
フ
ェ
ア
に
お
い
て
回
収
し
ま
し
た
。

31
団
体
が
参
加
し
、
約
１
６
０
㎏
の
雑
が
み
を
回
収
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 
● 

雑
が
み
を
集
め
て
資
源
化
し
ま
し
ょ
う

（
主
な
雑
が
み
）
・
紙
の
箱
　
・
包
装
紙
　
・
紙
の
芯

　
　
　
　
　
　
　
・
ワ
イ
シ
ャ
ツ
な
ど
の
台
紙
、
タ
グ

　
　
　
　
　
　
　
・
メ
モ
用
紙
、
ち
ら
し
、
プ
リ
ン
ト
類

　
　

※

　雑
が
み
回
収
用
の
紙
袋
を
用
意
し
て
分
別
す
る
と
集
め

　
　
　
　や
す
く
な
り
ま
す
。

（
雑
が
み
の
出
し
方
）

　
　
・
雑
誌
の
間
に
挟
む
　
・
ま
と
め
て
紙
ひ
も
で
縛
る

　
　
・
紙
袋
に
入
れ
て
紙
ひ
も
で
と
じ
る

お
問
い
合
わ
せ
先

　福
井
県
安
全
環
境
部
循
環
社
会
推
進
課

　
　
　☎
０
７
７
６―

２
０―

０
３
１
７

３
Ｒ
の
促
進

　
市
町
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
回
収
や
地
域
の
集
団
資
源
回
収
、

ス
ー
パ
ー
等
の
紙
資
源
回
収
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
ま

し
ょ
う
。
お
近
く
の
紙
資
源
回
収
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
県

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
検
索
で
き
ま
す
。
　

 

● 

も
う
一
つ
の
Ｒ・
・
・

　
　「
ま
ち
の
修
理
屋
さ
ん
」
の
活
用

　
修
理
し
て
も
の
を
長
く
使
う
こ
と
の
大
切
さ
を
知
っ
て

も
ら
う
た
め
、
壊
れ
た
時
計
や
家
具
等
の
修
理
を
請
け
負

う
「
ま
ち
の
修
理
屋
さ
ん
」
を
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹

介
し
て
お
り
、
修

理
店
舗
の
情
報
や

修
理
の
事
例
な
ど

を
公
開
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
日
常
生

活
で
活
か
せ
る
、

長
持
ち
さ
せ
る
た

め
の
お
手
入
れ
の

コ
ツ
も
紹
介
し
て

い
ま
す
。

３Ｒ
Ｒｅｄｕｃｅ　      （リデュース）
Ｒｅｕｓｅ　　      （リユース）
Ｒｅｃｙｃｌｅ      （リサイクル）

かけるくん（左）ほまれくん（右）

越前市安養寺町で放鳥

福井県で放鳥したコウノトリの滞在地（放鳥日～H29.12.31）

た
当
時
の
小
学
校
の
先
生
や
子
ど
も
達
を
は
じ
め
、
放
鳥

を
見
守
っ
て
い
た
地
元
の
皆
さ
ん
か
ら
大
き
な
歓
声
が
あ

が
り
ま
し
た
。

　
福
井
県
で
は
こ
れ
ま
で
に
８
羽
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
誕
生
。

う
ち
６
羽
（
げ
ん
き
く
ん
、
ゆ
め
ち
ゃ
ん
、
た
か
ら
く
ん
、

さ
き
ち
ゃ
ん
、
か
け
る
く
ん
、
ほ
ま
れ
く
ん
）
を
野
外
に

放
鳥
し
ま
し
た
。

 

● 

県
か
ら
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
情
報
と
お
知
ら
せ

　
県
が
行
っ
て
い
る
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
飼
育
・
繁
殖
の
様
子

を
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
放
鳥
し
た
６
羽
に
は
、Ｇ
Ｐ
Ｓ
発
信

機
を
装
着
し
、
動
き
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。
県
内
外
の
多

く
の
訪
問
先
で
は
住
民
か
ら
、「
幸
福
の
鳥
」
と
し
て
歓
迎

さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
滞
在
場
所
や
目
撃
情
報
な
ど
は
、

県
自
然
環
境
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

　
県
で
は
国
の
特
別
天
然
記
念
物
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
自
然

再
生
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
平
成
23
年
12
月
か
ら
、
兵
庫

県
立
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園
と
の
共
同
研
究
と
し
て
、
同

公
園
か
ら
つ
が
い
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
「
ふ
っ
く
ん
」
「
さ
っ

ち
ゃ
ん
」
を
借
り
受
け
、
越
前
市
白
山
地
区
に
お
い
て
飼

育
繁
殖
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
生
ま
れ
た
ヒ
ナ
を
野

外
へ
放
鳥
し
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
舞
う
豊
か
な
自
然
環
境
の

保
全
・
再
生
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
無
農
薬
で

の
米
作
り
や
、
田
ん
ぼ
と
水
路
を
魚
が
行
き
交
う
た
め
の

水
田
魚
道
の
整
備
な
ど
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
住
め
る
生
き
も

の
豊
か
な
里
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
地
域
を
「
生
き
物

ぎ
ょ
う
さ
ん
里
村
」
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
47
地
域
・
団

体
を
認
定
し
、
そ
の
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

 

● 

平
成
29
年
度
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
繁
殖
・
放
鳥

　
平
成
29
年
５
月
に
は
、
47
年
前
に
越
前
市
で
保
護
さ
れ

た
く
ち
ば
し
の
折
れ
た
コ
ウ
ノ
ト
リ
「
武
生
（
愛
称
・
コ

ウ
ち
ゃ
ん
）」
の
孫
が
誕
生
。
県
内
外
か
ら
２
羽
の
ヒ
ナ
の

愛
称
を
募
集
し
た
結
果
、「
か
け
る
く
ん
（
雄
）」、「
ほ
ま

れ
く
ん
（
雄
）」
と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
29
年
10
月
８
日
、
越
前
市
安
養
寺
町
の
巣
塔
付
近

で
２
羽
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
放
鳥
し
ま
し
た
。
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
で
放
鳥
箱
の
フ
タ
が
開
け
ら
れ
る
と
２
羽
の
コ
ウ
ノ
ト

リ
は
大
空
へ
飛
び
立
ち
、
コ
ウ
ち
ゃ
ん
の
保
護
活
動
を
行
っ

人
、
自
然
を
つ
な
ぐ

　
幸
福
の
鳥「
コ
ウ
ノ
ト
リ
」

 

● 

各
地
か
ら
の
お
便
り
と
地
域
交
流

　
放
鳥
し
た
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
情
報
は
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
な

ど
、
各
種
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
成

29
年
７
月
に
は
、
越
前
市
に
お
い
て
国
内
お
よ
び
韓
国
の

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
生
息
を
支
え
る
自
然
保
護
団
体
や
大
学
研

究
者
等
に
よ
る
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
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回収した雑がみの袋

可燃ごみに混在する紙資源

まちの修理屋さん

ふくい　まちの修理屋さん 検 索

紙の箱

台紙・タグ

紙の芯

メモ用紙、ちらし

包装紙

福井県　雑がみ 検 索

雑誌の間に挟む

紙袋に入れて
紙ひもでとじる

まとめて
紙ひもで縛る

福井市環境フェア

 

● 

２
つ
の
Ｒ・
・
・「
雑
が
み
」
の
分
別

　
県
で
は
、
従
来
か
ら
３
つ
の
Ｒ

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の

う
ち
、「
雑
が
み
」を
分
別
し
て「
燃

や
せ
る
ご
み
」
を
減
ら
し

（Reduce

（
リ
デ
ュ
ー
ス
））、
回

収
し
て
資
源
化
す
る
（Recycle

（
リ
サ
イ
ク
ル
））取
組
み
と
し
て
、

「
雑
が
み
分
別
回
収
運
動
」
を
進

め
て
い
ま
す
。

 

● 

「
燃
や
せ
る
ご
み
」
か
ら
「
雑
が
み
」
を

　
　
分
別
し
て
、
リ
サ
イ
ク
ル
し
ま
し
ょ
う
。

　
家
庭
か
ら
出
る
燃
や

せ
る
ご
み
の
う
ち
「
紙

ご
み
」は
５
割
を
超
え
、

リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
紙

は
そ
の
約
４
割
を
占
め

て
い
ま
す
。

　
包
装
紙
や
封
筒
な
ど

の
「
雑
が
み
」
を
分
別

し
て
リ
サ
イ
ク
ル
す
る

た
め
に
、「
雑
が
み
」

の
資
源
化
に
つ
い
て
さ

ら
に
周
知
徹
底
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
す
。

 

● 

チ
ャ
レ
ン
ジ
‼
「
雑
が
み
」回
収
コ
ン
テ
ス
ト

　
福
井
市
で
雑
が
み
の
回
収
量
を
競
う
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
雑
が
み
回
収
用
の
紙
袋
を
事
前
に
配
布
し

て
集
め
て
も
ら
っ
た
雑
が
み
（
ち
ら
し
、
包
装
紙
、
封
筒

な
ど
）
を
、福
井
市
環
境
フ
ェ
ア
に
お
い
て
回
収
し
ま
し
た
。
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団
体
が
参
加
し
、
約
１
６
０
㎏
の
雑
が
み
を
回
収
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 

● 

雑
が
み
を
集
め
て
資
源
化
し
ま
し
ょ
う

（
主
な
雑
が
み
）
・
紙
の
箱
　
・
包
装
紙
　
・
紙
の
芯

　
　
　
　
　
　
　
・
ワ
イ
シ
ャ
ツ
な
ど
の
台
紙
、
タ
グ

　
　
　
　
　
　
　
・
メ
モ
用
紙
、
ち
ら
し
、
プ
リ
ン
ト
類

　
　

※

　雑
が
み
回
収
用
の
紙
袋
を
用
意
し
て
分
別
す
る
と
集
め

　
　
　
　や
す
く
な
り
ま
す
。

（
雑
が
み
の
出
し
方
）

　
　
・
雑
誌
の
間
に
挟
む
　
・
ま
と
め
て
紙
ひ
も
で
縛
る

　
　
・
紙
袋
に
入
れ
て
紙
ひ
も
で
と
じ
る

お
問
い
合
わ
せ
先

　福
井
県
安
全
環
境
部
循
環
社
会
推
進
課

　
　
　☎
０
７
７
６―

２
０―

０
３
１
７

３
Ｒ
の
促
進

　
市
町
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
回
収
や
地
域
の
集
団
資
源
回
収
、

ス
ー
パ
ー
等
の
紙
資
源
回
収
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
ま

し
ょ
う
。
お
近
く
の
紙
資
源
回
収
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
県

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
検
索
で
き
ま
す
。
　

 

● 

も
う
一
つ
の
Ｒ・
・
・

　
　「
ま
ち
の
修
理
屋
さ
ん
」
の
活
用

　
修
理
し
て
も
の
を
長
く
使
う
こ
と
の
大
切
さ
を
知
っ
て

も
ら
う
た
め
、
壊
れ
た
時
計
や
家
具
等
の
修
理
を
請
け
負

う
「
ま
ち
の
修
理
屋
さ
ん
」
を
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹

介
し
て
お
り
、
修

理
店
舗
の
情
報
や

修
理
の
事
例
な
ど

を
公
開
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
日
常
生

活
で
活
か
せ
る
、

長
持
ち
さ
せ
る
た

め
の
お
手
入
れ
の

コ
ツ
も
紹
介
し
て

い
ま
す
。

３Ｒ
Ｒｅｄｕｃｅ　      （リデュース）
Ｒｅｕｓｅ　　      （リユース）
Ｒｅｃｙｃｌｅ      （リサイクル）

かけるくん（左）ほまれくん（右）

越前市安養寺町で放鳥

福井県で放鳥したコウノトリの滞在地（放鳥日～H29.12.31）

た
当
時
の
小
学
校
の
先
生
や
子
ど
も
達
を
は
じ
め
、
放
鳥

を
見
守
っ
て
い
た
地
元
の
皆
さ
ん
か
ら
大
き
な
歓
声
が
あ

が
り
ま
し
た
。

　
福
井
県
で
は
こ
れ
ま
で
に
８
羽
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
誕
生
。

う
ち
６
羽
（
げ
ん
き
く
ん
、
ゆ
め
ち
ゃ
ん
、
た
か
ら
く
ん
、

さ
き
ち
ゃ
ん
、
か
け
る
く
ん
、
ほ
ま
れ
く
ん
）
を
野
外
に

放
鳥
し
ま
し
た
。

 

● 
県
か
ら
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
情
報
と
お
知
ら
せ

　
県
が
行
っ
て
い
る
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
飼
育
・
繁
殖
の
様
子

を
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
放
鳥
し
た
６
羽
に
は
、Ｇ
Ｐ
Ｓ
発
信

機
を
装
着
し
、
動
き
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。
県
内
外
の
多

く
の
訪
問
先
で
は
住
民
か
ら
、「
幸
福
の
鳥
」
と
し
て
歓
迎

さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
滞
在
場
所
や
目
撃
情
報
な
ど
は
、

県
自
然
環
境
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

　
県
で
は
国
の
特
別
天
然
記
念
物
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
自
然

再
生
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
平
成
23
年
12
月
か
ら
、
兵
庫

県
立
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園
と
の
共
同
研
究
と
し
て
、
同

公
園
か
ら
つ
が
い
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
「
ふ
っ
く
ん
」
「
さ
っ

ち
ゃ
ん
」
を
借
り
受
け
、
越
前
市
白
山
地
区
に
お
い
て
飼

育
繁
殖
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
生
ま
れ
た
ヒ
ナ
を
野

外
へ
放
鳥
し
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
舞
う
豊
か
な
自
然
環
境
の

保
全
・
再
生
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
無
農
薬
で

の
米
作
り
や
、
田
ん
ぼ
と
水
路
を
魚
が
行
き
交
う
た
め
の

水
田
魚
道
の
整
備
な
ど
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
住
め
る
生
き
も

の
豊
か
な
里
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
地
域
を
「
生
き
物

ぎ
ょ
う
さ
ん
里
村
」
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
47
地
域
・
団

体
を
認
定
し
、
そ
の
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

 

● 

平
成
29
年
度
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
繁
殖
・
放
鳥

　
平
成
29
年
５
月
に
は
、
47
年
前
に
越
前
市
で
保
護
さ
れ

た
く
ち
ば
し
の
折
れ
た
コ
ウ
ノ
ト
リ
「
武
生
（
愛
称
・
コ

ウ
ち
ゃ
ん
）」
の
孫
が
誕
生
。
県
内
外
か
ら
２
羽
の
ヒ
ナ
の

愛
称
を
募
集
し
た
結
果
、「
か
け
る
く
ん
（
雄
）」、「
ほ
ま

れ
く
ん
（
雄
）」
と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
29
年
10
月
８
日
、
越
前
市
安
養
寺
町
の
巣
塔
付
近

で
２
羽
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
放
鳥
し
ま
し
た
。
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
で
放
鳥
箱
の
フ
タ
が
開
け
ら
れ
る
と
２
羽
の
コ
ウ
ノ
ト

リ
は
大
空
へ
飛
び
立
ち
、
コ
ウ
ち
ゃ
ん
の
保
護
活
動
を
行
っ

人
、
自
然
を
つ
な
ぐ

　
幸
福
の
鳥「
コ
ウ
ノ
ト
リ
」

 

● 

各
地
か
ら
の
お
便
り
と
地
域
交
流

　
放
鳥
し
た
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
情
報
は
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
な

ど
、
各
種
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
成

29
年
７
月
に
は
、
越
前
市
に
お
い
て
国
内
お
よ
び
韓
国
の

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
生
息
を
支
え
る
自
然
保
護
団
体
や
大
学
研

究
者
等
に
よ
る
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
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はなりゅうと選手宣誓

ごみ拾いの様子

　
福
井
県
で
は
、
平
成
30
年
の
国
体
開
催
に
向
け
た
県
民

運
動
と
し
て
、
平
成
26
年
度
か
ら
「
ス
ポ
ー
ツ
Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ｉ

拾
い
大
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
拾
い
大
会
は
、
チ
ー
ム
で
力
を
合

わ
せ
、
制
限
時
間
内
に
決
め
ら
れ
た
エ
リ
ア
内
で
ゴ
ミ
を

拾
い
、
そ
の
質
と
量
を
ポ
イ
ン
ト
で
競
い
合
う
、
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
年
齢
を
問
わ
ず
参
加
で
き
る
地
球
に
最
も

優
し
い
競
技
で
す
。

　
平
成
29
年
度
は
平
成
30
年
度
開
催
の
決
勝
戦
の
予
選
会

と
し
て
、
国
体
の
プ
レ
大
会
に
合
わ
せ
て
県
内
６
か
所
で

実
施
し
ま
し
た
。
各
大
会
の
上
位
３
チ
ー
ム
が
決
勝
戦
へ

進
み
ま
す
。

　
チ
ー
ム
構
成
は
、
家
族
、
職
場
の
同
僚
、
学
校
の
友
達

と
様
々
で
、
幅
広
い
年
齢
層
の
方
々
が
楽
し
く
活
動
し
て

い
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
拾
い
大
会

 

● 

二
州
地
区
大
会
（
15
チ
ー
ム 

54
名
参
加
）

　
田
ん
ぼ
沿
い
の
用
水
路
や
草
む
ら
を
中
心
に
ゴ
ミ
が
落

ち
て
お
り
、
参
加
者
は
袋
が
い
っ
ぱ
い
に
な
る
ま
で
拾
い

集
め
て
い
ま
し
た
。
元
気
い
っ
ぱ
い
の
高
校
生
が
大
会
を

盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

 

● 

若
狭
地
区
大
会
（
16
チ
ー
ム 

67
名
参
加
）

　
高
浜
町
と
共
催
で
開
催
し
ま
し
た
。
非
常
に
多
く
の
ゴ

ミ
が
海
岸
に
流
れ
着
い
て
お
り
、
海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
を
前

に
美
し
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
昨
年
度
優
勝
チ
ー

ム
が
連
覇
を
達
成
し
、
来
年
度
の
決
勝
戦
で
の
三
連
覇
へ

期
待
が
高
ま
り
ま
す
。

 

● 

丹
南
地
区
大
会
（
15
チ
ー
ム 

81
名
参
加
）

　
昨
年
度
と
同
様
、
鯖
江
市
役
所
Ｊ
Ｋ
課
と
共
催
で
開
催

し
ま
し
た
。
各
チ
ー
ム
に
Ｊ
Ｋ
課
の
皆
さ
ん
が
加
わ
り
、

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
の
競
技
で
し
た
。
ま
た
、
は
ぴ

り
ゅ
う
ク
ッ
キ
ー
セ
ッ
ト
な
ど
独
自
の
景
品
や
じ
ゃ
ん
け

ん
大
会
も
あ
り
、
終
始
笑
顔
の
絶
え
な
い
大
会
で
し
た
。

 

● 

奥
越
地
区
大
会
（
16
チ
ー
ム 

66
名
参
加
）

　
夏
休
み
中
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち

が
参
加
し
ま
し
た
。
厳
し
い
暑
さ
に
も
負
け
ず
時
間
い
っ
ぱ

い
ゴ
ミ
を
拾
い
、
大
野
を
さ
ら
に
美
し
い
ま
ち
に
し
ま
し
た
。

 

● 

坂
井
地
区
大
会
（
31
チ
ー
ム 

129
名
参
加
）

　
会
場
で
あ
る
丸
岡
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
を
部
活
動
で
使
用

し
て
い
る
高
校
生
が
多
数
参
加
し
、
本
年
度
最
多
の
参
加

者
数
で
し
た
。
爽
や
か
な
秋
晴
れ
の
下
で
の
大
会
と
な
り
、

競
技
後
は
、
と
て
も
清
々
し
い
様
子
で
し
た
。

 

● 

福
井
地
区
大
会
（
23
チ
ー
ム 

101
名
参
加
）

　
小
さ
い
子
ど
も
連
れ
の
家
族
や
学
校
の
友
達
と
の
参
加

が
多
く
、
平
均
年
齢
の
低
い
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
ス
ポ
ー

ツ
Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
拾
い
大
会
を
契
機
と
し
て
、
美
化
活
動
へ
の

積
極
的
な
参
加
に
つ
な
が
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

ご
協
賛
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
一
般
社
団
法
人
福
井
県
ト
ラ
ッ
ク
協

会
様
に
は
、
景
品
や
参
加
賞
の
軍
手
を

ご
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
各

大
会
に
お
い
て
支
部
や
部
会
な
ど
に
よ

る
チ
ー
ム
を
結
成
し
、
大
会
を
大
い
に

盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

平成29年度実施一覧

開催日

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

二州地区

若狭地区

丹南地区

奥越地区

坂井地区

福井地区

平成29年  5月27日

平成29年  6月17日

平成29年  7月17日

平成29年  8月  5日

平成29年  9月30日

平成29年11月12日

敦賀市運動公園周辺

高浜町若宮海水浴場

鯖江市総合体育館周辺

大野市エキサイト広場周辺

丸岡スポーツランド周辺

県産業会館周辺

市　町 場　所

◆
30
年
度
は
予
選
会
を
勝
ち
抜
い
た

　チ
ー
ム
に
よ
る
決
勝
戦
を
開
催
し

　ま
す
。
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

里山里海湖学校教育プログラム

資機材貸出しチラシ

里山里海湖リーダーズカレッジの様子

　里
山
里
海
湖
学
校
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
里
山
里
海
湖
研
究
所
で
は
、
学
校
の
総
合
的
な
学
習
に

お
け
る
環
境
教
育
を
充
実
し
て
い
く
た
め
、
教
育
課
程
の

中
で
教
科
と
一
体
と
な
っ
て
実
施
で
き
る
環
境
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
集
を
、
児
童
・
生
徒
に
身
近
な
里
山
里
海
湖
を
素

材
と
し
て
取
り
ま
と
め
、
各
小
中
学
校
に
配
付
し
て
い
ま

す
。

　
こ
れ
ま
で
に
４

つ
の
エ
リ
ア
（
三

方
五
湖
周
辺
、
北

潟
湖
周
辺
、
六
呂

師
高
原
周
辺
、
丹

南
地
区
周
辺
）
の

体
験
編
と
、
２
編

の
道
徳
読
み
物（
里

山
保
全
を
テ
ー
マ

に
し
た「
じ
い
ち
ゃ

ん
か
ら
の
宿
題
」

お
よ
び
「
世
界
の

標
準
時
計
に
な
っ

た
水
月
湖
の
年

縞
」）
を
作
成
し
ま

し
た
。

　
今
後
、
こ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
今
ま

で
以
上
に
各
学
校

の
授
業
に
取
り
入

里
山
里
海
湖
研
究
所
の
活
動

れ
て
も
ら
い
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
も
と
に
フ
ィ
ー
ル
ド
で
身

近
な
自
然
環
境
を
体
感
・
学
習
す
る
こ
と
に
よ
り
、
児
童
、

生
徒
が
里
山
里
海
湖
へ
の
興
味
、
関
心
を
高
め
、
自
ら
行

動
で
き
る
人
づ
く
り
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。　里

山
保
全
に
役
立
つ
資
機
材
を
貸
し
出
し
ま
す

　
近
年
、
人
の
手
が
入
ら
な
く
な
っ
た
里
山
で
は
、
ヤ
ブ

化
や
竹
林
の
拡
大
な
ど
の
荒
廃
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
地
域
レ
ベ
ル
で
の
里
山
の
保
全
・
再
生
・
活

用
を
推
進
す
る
た
め
、
里
山
保
全
活
動
に
役
立
つ
資
機
材

の
貸
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
貸
出
し
を
行
う
資
機
材
は
、

・
伐
採
し
た
竹
や
木
を
粉
砕
処
理
す
る
「
ウ
ッ
ド
チ
ッ

パ
ー
」

・
間
伐
材
な
ど
薪
割
り
を
楽
に
行
え
る
「
薪
割
り
機
」

・
持
ち
運
び
可
能
で
木
や
竹
の
炭
が
作
れ
る
「
組
立
式
炭

　
化
炉
」

で
、
福
井
市
と
若
狭
町
の
二
つ
の
拠
点
で
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

　
資
機
材
を
利
用
し
た
活
動
者
か
ら
は
、「
地
域
で
は
高
価

な
機
材
が
買
え
ず
、
伐
採
し
た
木
や
竹
を
放
置
す
る
し
か

な
か
っ
た
。
資
源
の
活
用
を
進
め
る
こ
と
で
、
住
民
の
保

全
活
動
へ
の
参
加
意
識
向
上
が
期
待
で
き
る
」、「
ウ
ッ
ド

チ
ッ
パ
ー
は
予
想
以
上
に
処
理
能
力
が
高
く
短
時
間
で
、

竹
林
が
見
違
え
る
ほ
ど
き
れ
い
に
な
っ
た
」
と
の
声
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
ウ
ッ
ド
チ
ッ
パ
ー
で
作
っ
た
竹
パ
ウ

ダ
ー
を
畑
の
土
壌
改
良
剤
や
コ
ン
ポ
ス
ト
な
ど
で
活
用
す

る
方
も
増
え
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
保
全
活
動
で
は
取
り

組
め
な
か
っ
た
新
た
な
里
山
資
源
利
用
が
進
む
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

　里
山
里
海
湖
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

　
福
井
の
里
山
保
全
活
動
を
一
層
推
進
す
る
た
め
に
は
、

地
域
で
頑
張
る
自
然
再
生
団
体
等
の
活
動
者
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
や
、
里
山
里
海
湖
の
保
全
・
再
生
に
つ
い
て
、
広

く
県
民
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

　
平
成
29
年
度
は
、「
活
か
そ
う
！
里
山
里
海
湖
の
資
源
」

を
テ
ー
マ
に
県
外
の
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
講
師
を

招
き
、「
里
山
里
海
湖
リ
ー
ダ
ー
ズ
カ
レ
ッ
ジ
」
を
５
回
開

催
し
ま
し
た
。

　
連
続
し
て
受
講
さ

れ
る
方
も
多
数
見
受

け
ら
れ
、「
学
ん
だ

内
容
を
自
分
の
団
体

の
自
然
体
験
イ
ベ
ン

ト
に
活
用
し
た
い
」

と
い
っ
た
感
想
も
あ

り
、
里
山
里
海
湖
の

資
源
に
つ
い
て
多
く

の
方
に
考
え
て
い
た

だ
く
機
会
と
な
り
ま

し
た
。
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はなりゅうと選手宣誓

ごみ拾いの様子

　
福
井
県
で
は
、
平
成
30
年
の
国
体
開
催
に
向
け
た
県
民

運
動
と
し
て
、
平
成
26
年
度
か
ら
「
ス
ポ
ー
ツ
Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ｉ

拾
い
大
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
拾
い
大
会
は
、
チ
ー
ム
で
力
を
合

わ
せ
、
制
限
時
間
内
に
決
め
ら
れ
た
エ
リ
ア
内
で
ゴ
ミ
を

拾
い
、
そ
の
質
と
量
を
ポ
イ
ン
ト
で
競
い
合
う
、
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
年
齢
を
問
わ
ず
参
加
で
き
る
地
球
に
最
も

優
し
い
競
技
で
す
。

　
平
成
29
年
度
は
平
成
30
年
度
開
催
の
決
勝
戦
の
予
選
会

と
し
て
、
国
体
の
プ
レ
大
会
に
合
わ
せ
て
県
内
６
か
所
で

実
施
し
ま
し
た
。
各
大
会
の
上
位
３
チ
ー
ム
が
決
勝
戦
へ

進
み
ま
す
。

　
チ
ー
ム
構
成
は
、
家
族
、
職
場
の
同
僚
、
学
校
の
友
達

と
様
々
で
、
幅
広
い
年
齢
層
の
方
々
が
楽
し
く
活
動
し
て

い
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
拾
い
大
会

 

● 

二
州
地
区
大
会
（
15
チ
ー
ム 

54
名
参
加
）

　
田
ん
ぼ
沿
い
の
用
水
路
や
草
む
ら
を
中
心
に
ゴ
ミ
が
落

ち
て
お
り
、
参
加
者
は
袋
が
い
っ
ぱ
い
に
な
る
ま
で
拾
い

集
め
て
い
ま
し
た
。
元
気
い
っ
ぱ
い
の
高
校
生
が
大
会
を

盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

 

● 

若
狭
地
区
大
会
（
16
チ
ー
ム 

67
名
参
加
）

　
高
浜
町
と
共
催
で
開
催
し
ま
し
た
。
非
常
に
多
く
の
ゴ

ミ
が
海
岸
に
流
れ
着
い
て
お
り
、
海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
を
前

に
美
し
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
昨
年
度
優
勝
チ
ー

ム
が
連
覇
を
達
成
し
、
来
年
度
の
決
勝
戦
で
の
三
連
覇
へ

期
待
が
高
ま
り
ま
す
。

 

● 

丹
南
地
区
大
会
（
15
チ
ー
ム 

81
名
参
加
）

　
昨
年
度
と
同
様
、
鯖
江
市
役
所
Ｊ
Ｋ
課
と
共
催
で
開
催

し
ま
し
た
。
各
チ
ー
ム
に
Ｊ
Ｋ
課
の
皆
さ
ん
が
加
わ
り
、

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
の
競
技
で
し
た
。
ま
た
、
は
ぴ

り
ゅ
う
ク
ッ
キ
ー
セ
ッ
ト
な
ど
独
自
の
景
品
や
じ
ゃ
ん
け

ん
大
会
も
あ
り
、
終
始
笑
顔
の
絶
え
な
い
大
会
で
し
た
。

 

● 

奥
越
地
区
大
会
（
16
チ
ー
ム 

66
名
参
加
）

　
夏
休
み
中
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち

が
参
加
し
ま
し
た
。
厳
し
い
暑
さ
に
も
負
け
ず
時
間
い
っ
ぱ

い
ゴ
ミ
を
拾
い
、
大
野
を
さ
ら
に
美
し
い
ま
ち
に
し
ま
し
た
。

 

● 

坂
井
地
区
大
会
（
31
チ
ー
ム 

129
名
参
加
）

　
会
場
で
あ
る
丸
岡
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
を
部
活
動
で
使
用

し
て
い
る
高
校
生
が
多
数
参
加
し
、
本
年
度
最
多
の
参
加

者
数
で
し
た
。
爽
や
か
な
秋
晴
れ
の
下
で
の
大
会
と
な
り
、

競
技
後
は
、
と
て
も
清
々
し
い
様
子
で
し
た
。

 

● 

福
井
地
区
大
会
（
23
チ
ー
ム 

101
名
参
加
）

　
小
さ
い
子
ど
も
連
れ
の
家
族
や
学
校
の
友
達
と
の
参
加

が
多
く
、
平
均
年
齢
の
低
い
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
ス
ポ
ー

ツ
Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
拾
い
大
会
を
契
機
と
し
て
、
美
化
活
動
へ
の

積
極
的
な
参
加
に
つ
な
が
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

ご
協
賛
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
一
般
社
団
法
人
福
井
県
ト
ラ
ッ
ク
協

会
様
に
は
、
景
品
や
参
加
賞
の
軍
手
を

ご
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
各

大
会
に
お
い
て
支
部
や
部
会
な
ど
に
よ

る
チ
ー
ム
を
結
成
し
、
大
会
を
大
い
に

盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

平成29年度実施一覧

開催日

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

二州地区

若狭地区

丹南地区

奥越地区

坂井地区

福井地区

平成29年  5月27日

平成29年  6月17日

平成29年  7月17日

平成29年  8月  5日

平成29年  9月30日

平成29年11月12日

敦賀市運動公園周辺

高浜町若宮海水浴場

鯖江市総合体育館周辺

大野市エキサイト広場周辺

丸岡スポーツランド周辺

県産業会館周辺

市　町 場　所

◆
30
年
度
は
予
選
会
を
勝
ち
抜
い
た

　チ
ー
ム
に
よ
る
決
勝
戦
を
開
催
し

　ま
す
。
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

里山里海湖学校教育プログラム

資機材貸出しチラシ

里山里海湖リーダーズカレッジの様子

　里
山
里
海
湖
学
校
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
里
山
里
海
湖
研
究
所
で
は
、
学
校
の
総
合
的
な
学
習
に

お
け
る
環
境
教
育
を
充
実
し
て
い
く
た
め
、
教
育
課
程
の

中
で
教
科
と
一
体
と
な
っ
て
実
施
で
き
る
環
境
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
集
を
、
児
童
・
生
徒
に
身
近
な
里
山
里
海
湖
を
素

材
と
し
て
取
り
ま
と
め
、
各
小
中
学
校
に
配
付
し
て
い
ま

す
。

　
こ
れ
ま
で
に
４

つ
の
エ
リ
ア
（
三

方
五
湖
周
辺
、
北

潟
湖
周
辺
、
六
呂

師
高
原
周
辺
、
丹

南
地
区
周
辺
）
の

体
験
編
と
、
２
編

の
道
徳
読
み
物（
里

山
保
全
を
テ
ー
マ

に
し
た「
じ
い
ち
ゃ

ん
か
ら
の
宿
題
」

お
よ
び
「
世
界
の

標
準
時
計
に
な
っ

た
水
月
湖
の
年

縞
」）
を
作
成
し
ま

し
た
。

　
今
後
、
こ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
今
ま

で
以
上
に
各
学
校

の
授
業
に
取
り
入

里
山
里
海
湖
研
究
所
の
活
動

れ
て
も
ら
い
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
も
と
に
フ
ィ
ー
ル
ド
で
身

近
な
自
然
環
境
を
体
感
・
学
習
す
る
こ
と
に
よ
り
、
児
童
、

生
徒
が
里
山
里
海
湖
へ
の
興
味
、
関
心
を
高
め
、
自
ら
行

動
で
き
る
人
づ
く
り
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。　里

山
保
全
に
役
立
つ
資
機
材
を
貸
し
出
し
ま
す

　
近
年
、
人
の
手
が
入
ら
な
く
な
っ
た
里
山
で
は
、
ヤ
ブ

化
や
竹
林
の
拡
大
な
ど
の
荒
廃
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
地
域
レ
ベ
ル
で
の
里
山
の
保
全
・
再
生
・
活

用
を
推
進
す
る
た
め
、
里
山
保
全
活
動
に
役
立
つ
資
機
材

の
貸
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
貸
出
し
を
行
う
資
機
材
は
、

・
伐
採
し
た
竹
や
木
を
粉
砕
処
理
す
る
「
ウ
ッ
ド
チ
ッ

パ
ー
」

・
間
伐
材
な
ど
薪
割
り
を
楽
に
行
え
る
「
薪
割
り
機
」

・
持
ち
運
び
可
能
で
木
や
竹
の
炭
が
作
れ
る
「
組
立
式
炭

　
化
炉
」

で
、
福
井
市
と
若
狭
町
の
二
つ
の
拠
点
で
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

　
資
機
材
を
利
用
し
た
活
動
者
か
ら
は
、「
地
域
で
は
高
価

な
機
材
が
買
え
ず
、
伐
採
し
た
木
や
竹
を
放
置
す
る
し
か

な
か
っ
た
。
資
源
の
活
用
を
進
め
る
こ
と
で
、
住
民
の
保

全
活
動
へ
の
参
加
意
識
向
上
が
期
待
で
き
る
」、「
ウ
ッ
ド

チ
ッ
パ
ー
は
予
想
以
上
に
処
理
能
力
が
高
く
短
時
間
で
、

竹
林
が
見
違
え
る
ほ
ど
き
れ
い
に
な
っ
た
」
と
の
声
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
ウ
ッ
ド
チ
ッ
パ
ー
で
作
っ
た
竹
パ
ウ

ダ
ー
を
畑
の
土
壌
改
良
剤
や
コ
ン
ポ
ス
ト
な
ど
で
活
用
す

る
方
も
増
え
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
保
全
活
動
で
は
取
り

組
め
な
か
っ
た
新
た
な
里
山
資
源
利
用
が
進
む
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

　里
山
里
海
湖
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

　
福
井
の
里
山
保
全
活
動
を
一
層
推
進
す
る
た
め
に
は
、

地
域
で
頑
張
る
自
然
再
生
団
体
等
の
活
動
者
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
や
、
里
山
里
海
湖
の
保
全
・
再
生
に
つ
い
て
、
広

く
県
民
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

　
平
成
29
年
度
は
、「
活
か
そ
う
！
里
山
里
海
湖
の
資
源
」

を
テ
ー
マ
に
県
外
の
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
講
師
を

招
き
、「
里
山
里
海
湖
リ
ー
ダ
ー
ズ
カ
レ
ッ
ジ
」
を
５
回
開

催
し
ま
し
た
。

　
連
続
し
て
受
講
さ

れ
る
方
も
多
数
見
受

け
ら
れ
、「
学
ん
だ

内
容
を
自
分
の
団
体

の
自
然
体
験
イ
ベ
ン

ト
に
活
用
し
た
い
」

と
い
っ
た
感
想
も
あ

り
、
里
山
里
海
湖
の

資
源
に
つ
い
て
多
く

の
方
に
考
え
て
い
た

だ
く
機
会
と
な
り
ま

し
た
。
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　環境ふくい推進協議会では、環境保全活動のより一層の推進を図ることを目的として、地道に環境保
全活動に努められ、その活動が賞賛に値する個人・団体・学校・企業を表彰しています。平成２９年度
の受賞者は次のとおりです。

中　屋　　　弘　（福井市）

氏　　名　（市　町） 功　績　概　要部門

個
人
の
部

団
体
の
部

学
校
の
部

企
業
の
部

　福井県地球温暖化防止活動推進員（アースサポーター）として
温暖化防止の出前講座の講師を務めるなどＣＯ２削減啓発活動を推
進しています。

橋　詰　　　武　（敦賀市）
　長年携わっている敦賀海洋少年団において、敦賀市内の松原海
岸やロシア人墓地の清掃などの環境美化活動を団員とともに推進
しています。

一般社団法人　ガールスカウト
福井県連盟　第１７団　（坂井市）

　東尋坊遊歩道の松の植樹をきっかけに、毎年約３００人で遊歩
道の下草刈りをするなど環境美化活動を推進しています。

つるが環境みらいネットワーク
　　　　　　　　　　　（敦賀市）

　つるが環境フェアの開催や中池見湿地の環境保全活動、ホタル
の観察会などを通し、市民の環境意識の向上や敦賀市内の環境保
全に取り組んでいます。

菜の花公夢典ひがしあご 
　　　　　　　　　　　（福井市）

　足羽川河川敷・堤防の清掃活動や菜の花の植栽活動、区の里山「下
市山」のハイキングコース整備などの自然環境保全に取り組んで
います。

越前町子ども会育成連絡協議会
織田支部　　　　　　　（越前町）

　織田地区内の各集落にある「子ども会花壇」に花苗を植え、水
やりや除草などの管理を地区住民と一緒に行い、地区の環境美化
を推進しています。

小浜市立国富小学校　　　（小浜市）
　ビオトープや水路での生き物調査や清掃活動、外来種駆除活動
など地域や団体と協力しながら自然保護活動や環境教育を推進し
ています。

勝山市立野向小学校　　　（勝山市）
　学校周辺の清掃活動や花の植栽、自然環境の調査を地域と協力
して実施するなど自然環境保全に積極的に取り組んでいます。

株式会社　サンキュー　（福井市）
　福井県と環境協定を結び、太陽光発電や省エネ家電情報を分か
りやすく提供し、省エネ設備の普及拡大に貢献しています。また、
各店舗周辺の清掃活動等を通して環境美化にも取り組んでいます。

私たちの活動紹介

「クリーンアップふくい大作戦」
一斉拠点活動“気比の松原クリーンアップ”

「ホタルの鑑賞会」
子ども達と一緒にホタルの生態について学習

「つるが環境フェア」
多くの来場者で賑わうイベント会場

◆全店一斉クリーン活動
　当社は社会貢献活動の一環として、毎月「全店一斉
クリーン活動」を実施しております。
　この活動は、全国 33 の店舗などで周辺道路や公共
スペースを一斉清掃するものです。
　環境保全活動や地域貢献活動などに積極的に取組
み、今後も地域の皆様と良好な関係を保ちながら企業
としての社会的責任を果たし、地域の皆様との協調を
図ってまいります。

◆リサイクル活動
　100 満ボルト各店では、使用済みのインクカートリッジを 10
円で下取りし、積極的に回収を行っています。回収したインク
カートリッジはリユースリサイクルされ、1 つのカートリッジで
約 32 LのCO2の抑制に繋がり、環境活動に協力しています。
　また使用済み小型家電の回収を行い、地域社会や環境へ
の貢献ができるようリサイクルの促進に取組んでいます。

株式会社　サンキュー

　つるが環境みらいネットワークは平成１４年に策定された「敦賀
市環境基本計画」に基づき、市民・市民団体・事業所・市（行政）
が連携しながら環境活動に取り組んでいくためのネットワークづく
りなどを目的に設立された団体です。各主体が連携・協働し清
掃活動・環境保全活動の実施、環境啓発や情報交流を目的とし
たイベントの開催などの活動に取り組んでいます。
◆クリーンアップふくい大作戦
　６月の環境月間中に「クリーンアップふくい大作戦」の一斉拠
点活動として開催される気比の松原での清掃活動に共催団体とし
て参加しています。

◆ホタルの鑑賞会
　地域の子ども達に自然環境の大切さを学んでもらうため、ホタルの
生態学習やエコ工作活動などを行った後、付近の川や田んぼを飛び交
うホタルを鑑賞するイベントを開催しています。

◆つるが環境フェア
　環境活動に取り組む企業や団体によるパネル展示ブース、環境
や体にやさしい食事ブース、環境について学べるワークショップや
ステージ発表など、楽しみながら環境について学んでもらうきっか
け作りのためにイベントを開催しています。

つるが環境みらいネットワーク
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私たちの活動紹介

「クリーンアップふくい大作戦」
一斉拠点活動“気比の松原クリーンアップ”

「ホタルの鑑賞会」
子ども達と一緒にホタルの生態について学習

「つるが環境フェア」
多くの来場者で賑わうイベント会場

◆全店一斉クリーン活動
　当社は社会貢献活動の一環として、毎月「全店一斉
クリーン活動」を実施しております。
　この活動は、全国 33 の店舗などで周辺道路や公共
スペースを一斉清掃するものです。
　環境保全活動や地域貢献活動などに積極的に取組
み、今後も地域の皆様と良好な関係を保ちながら企業
としての社会的責任を果たし、地域の皆様との協調を
図ってまいります。

◆リサイクル活動
　100 満ボルト各店では、使用済みのインクカートリッジを 10
円で下取りし、積極的に回収を行っています。回収したインク
カートリッジはリユースリサイクルされ、1 つのカートリッジで
約 32 LのCO2の抑制に繋がり、環境活動に協力しています。
　また使用済み小型家電の回収を行い、地域社会や環境へ
の貢献ができるようリサイクルの促進に取組んでいます。

株式会社　サンキュー

　つるが環境みらいネットワークは平成１４年に策定された「敦賀
市環境基本計画」に基づき、市民・市民団体・事業所・市（行政）
が連携しながら環境活動に取り組んでいくためのネットワークづく
りなどを目的に設立された団体です。各主体が連携・協働し清
掃活動・環境保全活動の実施、環境啓発や情報交流を目的とし
たイベントの開催などの活動に取り組んでいます。
◆クリーンアップふくい大作戦
　６月の環境月間中に「クリーンアップふくい大作戦」の一斉拠
点活動として開催される気比の松原での清掃活動に共催団体とし
て参加しています。

◆ホタルの鑑賞会
　地域の子ども達に自然環境の大切さを学んでもらうため、ホタルの
生態学習やエコ工作活動などを行った後、付近の川や田んぼを飛び交
うホタルを鑑賞するイベントを開催しています。

◆つるが環境フェア
　環境活動に取り組む企業や団体によるパネル展示ブース、環境
や体にやさしい食事ブース、環境について学べるワークショップや
ステージ発表など、楽しみながら環境について学んでもらうきっか
け作りのためにイベントを開催しています。

つるが環境みらいネットワーク
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大気
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土壌

化学物質

廃棄物

■・大気汚染防止法施行規則及び大気汚染防止法施行規則の一部を改正する省令の一部を改正する省令（平成29年環境省令第1号）
概要　１　大気汚染防止法施行規則（昭和46年厚生省・通商産業省令第1号）が改正され、「水性ガス又は油ガスの発生の用に

　　　供するガス発生炉及び加熱炉」（大気汚染防止法施行令（昭和43年政令第329号）別表第1の2の項）のうち、水蒸気
　　　改質方式の改質器であって、水素の製造能力が1,000m3N/h未満のガス発生炉に係るばい煙の測定義務について、ば
　　　いじんおよび窒素酸化物の測定頻度が5年に1 回以上に緩和された。

　　　２　大気汚染防止法施行規則の一部を改正する省令（平成28年環境省令第22号）が改正され、様式等の一部が改められた。
公布　平成29年1月6日
施行　上記内容の１：公布の日（平成29年1月6日）
　　　上記内容の２：大気汚染防止法の一部を改正する法律の施行の日

■・環境省関係浄化槽法施行規則の一部を改正する省令（平成29年環境省令第26号）

■・土壌汚染対策法の一部を改正する法律（平成29年法律第33号）
概要　土壌汚染対策法（平成14年法律第53号）が改正され、次の規定が追加された。
　　　・土壌汚染状況調査が猶予された土地において土地の形質変更が行われる場合には、都道府県知事は土壌汚染状況調査

　の実施を命じること。
　　　・汚染の除去等の措置が必要な要措置区域において、都道府県知事が土地の所有者等に対し、汚染の除去等の措置内容

　に関する計画の作成・提出を指示し、必要に応じて計画の変更を命じること。
　　　・形質変更時要届出区域内において、その汚染が専ら自然由来等であって健康被害のおそれがない土地の形質変更につ

　いては、その施行および管理の方針について予め都道府県知事の確認を受けた場合、事後届出とすること。
　　　　また、土壌の汚染状態が専ら自然由来等であるなど一定の要件を満たす区域内の汚染土壌を、同様の状態の他の区域

　内の土地における土地の形質変更に使用するために搬出を行うことを可能とし、その場合には、汚染土壌処理業者へ
　の処理の委託を要しないこと。

　　　・土壌汚染状況調査の手続の迅速化、施設設置者による土壌汚染状況調査への協力等に係る規定の整備。
公布　平成29年5月19日
施行　公布の日から起算して2年を超えない範囲内において政令で定める日（一部、公布の日から起算して1年を超えない範囲

内において政令で定める日（平成30年4月1日））

■・特定化学物質障害予防規則の一部を改正する省令（平成29年厚生労働省令第8号）
概要　特定化学物質障害予防規則（昭和47年労働省令第39号）が改正され、3,3’-ジクロロ-4,4’-ジアミノジフエニルメタンおよ

びこれを1％を超えて含有する製剤等に係る特殊健康診断の項目が改められた。
公布　平成29年2月16日
施行　平成29年4月1日

■・化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律の一部を改正する法律（平成29年法律第53号）
概要　化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律（昭和48年法律第117号）が改正され、新規化学物質の審査における製

造・輸入数量の全国上限値を用途分類別の排出係数を導入した環境排出量とするとともに、新規化学物質のうち毒性が
強いと判定された化学物質について、国による判定結果の通知、公示、取扱事業者に対する指導・助言等が定められた。

公布　平成29年6月7日
施行　公布の日から起算して1年を超えない範囲内において政令で定める日（一部、公布の日から起算して3年を超えない範囲

内において政令で定める日等）
■・化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律の一部を改正する法律の施行期日を定める政令（平成29年政令第304号）

概要　化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律の一部を改正する法律（平成29年法律第53号）の施行に伴い、審査特例
制度における全国数量上限の見直しに関する規定の施行期日が平成31年1月1日と定められ、その他、毒性が強い新規化
学物質の管理の見直しに関する規定の施行期日が平成30年4月1日に定められた。

公布　平成29年12月13日
■・水銀に関する水俣条約（平成29年条約第18号）
　・水銀に関する水俣条約の効力発生に関する件（平成29年外務省告示第220号）

概要　水銀および水銀化合物の人為的な排出および放出から人の健康および環境を保護することを目的として、水銀および水
銀化合物の規制等について定められた。

　　　また、この条約は、平成29年8月16日に効力を生じる。
　　　これに伴い、水銀による環境の汚染の防止に関する法律（平成27年法律第42号）が平成29年8月16日から、大気汚染防止

法の一部を改正する法律（平成27年法律第41号）が平成30年4月1日から施行されることとなる（一部の規定を除く）。
公布　平成29年6月23日

■・水銀等による環境の汚染の防止に関する計画を定める件（平成29年内閣府、総務省、法務省、外務省、財務省、文部科学省、
　　厚生労働省、農林水産省、経済産業省、国土交通省、環境省、防衛省告示第1号）

概要　水銀による環境の汚染の防止に関する法律（平成27年法律第42号）第3条第1項の規定に基づき、水銀等による環境の汚
染の防止に関する計画が策定され、同条第4項の規定により告示された。

公布　平成29年10月16日

■・廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行規則の一部を改正する省令（平成29年環境省令第8号）
概要　廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行規則（昭和46年厚生省令第35号）が改正され、様式が追加されるとともに、変

更届において登記事項証明書を添付する場合の提出期限が「10日以内」から「30日以内」に改められた。
公布　平成29年4月28日
施行　平成29年10月1日（一部、平成29年5月15日）

■・特別管理一般廃棄物等を処分又は再生したことにより生じた廃棄物の埋立処分に関する基準の一部を改正する件（平成29年環境
　　省告示第58号）

概要　廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令の一部を改正する政令（平成27年政令第376号）および廃棄物の処理及び清掃
に関する法律施行規則の一部を改正する省令（平成29年環境省令第10号）の施行に伴い、次の告示が改正され、条項番
号等の移動が整理された。

　　　・特別管理一般廃棄物等を処分又は再生したことにより生じた廃棄物の埋立処分に関する基準（平成4年環境庁告示第
　42号）

　　　・無害化処理に係る特例の対象となる一般廃棄物及び産業廃棄物（平成18年環境省告示第98号）
　　　・廃石綿等又は石綿含有産業廃棄物の溶融処理生成物の基準（平成18年環境省告示第101号）

地球温暖化

労働衛生

　　　・石綿含有一般廃棄物及び石綿含有産業廃棄物の処分又は再生の方法として環境大臣が定める方法（平成18年環境省告
　示第102号）

　　　・廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令第六条第一項第三号イ(6)に掲げる安定型産業廃棄物として環境大臣が指定
　する産業廃棄物（平成18年環境省告示第105号）

　　　・低濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物に係る無害化処理の内容等の基準等（平成21年環境省告示第69号）
公布　平成29年6月13日
施行　平成29年10月1日（一部、公布の日（平成29年6月13日））

■・廃棄物の処理及び清掃に関する法律の一部を改正する法律（平成29年法律第61号）
概要　廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和45年法律第137号）が改正され、廃棄物処理業の許可を取り消された者等に対

する措置命令、特定の産業廃棄物の多量排出事業者に対する電子マニフェスト（産業廃棄物管理票）の使用の義務付け、
有害使用済機器の保管・処分業に対する都道府県知事への届出・処理基準の遵守等の義務付けおよび知事の認定を受け
た場合における相互に親子会社間で産業廃棄物の処理を行うことについて業の許可を不要とする規定が定められた。

公布　平成29年6月16日
施行　公布の日から起算して1年を超えない範囲内において政令で定める日（一部、公布の日から起算して3年を超えない範囲

内において政令で定める日等）
■・廃棄物の処理及び清掃に関する法律の一部を改正する法律の施行期日を定める政令（平成30年政令第22号）
■・廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令の一部を改正する政令（平成30年政令第23号）

概要　廃棄物の処理及び清掃に関する法律の一部を改正する法律（平成29年法律第61号）の施行期日が平成30年4月1日（電子
マニフェストの一部義務化関係は、平成32年4月1日）に定められた。

　　　また、廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令（昭和46年政令第300号）が改正され、有害使用済機器の対象および2
以上の事業者による産業廃棄物の処理に係る特例の認定を受けた者の廃止手続について規定されるとともに、帳簿を備
えることを要する事業者が改められた。

公布　平成30年1月31日
施行　廃棄物の処理及び清掃に関する法律の一部を改正する法律の施行の日（平成30年4月1日）

■・工場等におけるエネルギーの使用の合理化に関する事業者の判断の基準を定めた件の一部を改正する件（平成29年経済産業省告
　　示第64号）

概要　工場等におけるエネルギーの使用の合理化に関する事業者の判断の基準を定めた件（平成21年経済産業省告示第66号）
が改正され、「建築物判断基準」に係る事項が削除されるとともに、「その他エネルギーの使用の合理化に関する事
項」に「エネルギーの使用の合理化に関する情報技術の活用」が追加された。

公布　平成29年3月30日
施行　平成29年4月1日

■・エネルギーの使用の合理化等に関する法律施行規則の一部を改正する省令（平成29年経済産業省令第34号）
概要　エネルギーの使用の合理化等に関する法律施行規則（昭和54年通商産業省令第74号）が改正され、様式が改められた。
公布　平成29年3月31日
施行　平成29年4月1日

■・労働安全衛生法施行令の一部を改正する政令（平成29年政令第60号）
概要　労働安全衛生法施行令（昭和47年政令第318号）が改正され、特定化学物質の第二類物質に三酸化二アンチモンおよび三

酸化二アンチモンを含有する製剤その他の物が追加され、健康診断を行うべき有害な業務に、これらを製造し、または
取り扱う業務が追加された。

公布　平成29年3月29日
施行　平成29年6月1日

■・粉じん障害防止規則及びじん肺法施行規則の一部を改正する省令（平成29年厚生労働省令第58号）
概要　粉じん障害防止規則（昭和54年労働省令第18号）が改正され、換気の実施等の措置を講じなければならない粉じん作業

や有効な呼吸用保護具を着用させなければならない作業に、鉱物等を運搬する船舶の船倉内の清掃を行う作業が追加さ
れるとともに、じん肺法施行規則（昭和35年労働省令第6号）が改正され、健康診断等を行わなければならない粉じん作
業に、鉱物等を運搬する船舶の船倉内の清掃を行う作業が追加された。

公布　平成29年4月11日
施行　平成29年6月1日

■・特定化学物質障害予防規則等の一部を改正する省令（平成29年厚生労働省令第60号）
■・特定化学物質障害予防規則の規定に基づく厚生労働大臣が定める性能等の一部を改正する告示
　　（平成29年厚生労働省告示第186号）

概要　特定化学物質障害予防規則（昭和47年労働省令第39号）が改正され、「管理第二類物質」および「特別管理物質」に
「三酸化二アンチモン」および「三酸化二アンチモンを重量の1％を超えて含有する製剤その他の物」が追加されるなど
とともに、作業環境測定法施行規則（昭和50年労働省令第20号）が改正され、作業環境測定機関が第一種作業環境測定
士を置かなければならない作業場の種類に三酸化二アンチモン等を製造し、または取り扱う屋内作業場が追加された。

　　　これに伴い、労働安全衛生規則（昭和47年労働省令第32号）が改正され、所要の整理がされた。
　　　また、特定化学物質障害予防規則の規定に基づく厚生労働大臣が定める性能（昭和50年労働省告示第75号）、作業環境測

定士規程（昭和51年労働省告示第16号）、作業環境測定基準（昭和51年労働省告示第46号）および作業環境評価基準（昭
和63年労働省告示第79号）が改正され、三酸化二アンチモンに係る規定が追加された。

公布　平成29年4月27日
施行　平成29年6月1日

■・労働安全衛生法施行令の一部を改正する政令（平成29年政令第218号）
■・労働安全衛生規則の一部を改正する省令（平成29年厚生労働省令第89号）

概要　労働安全衛生法施行令（昭和47年政令第318号）が改正され、化学物質等の名称等の表示および通知ならびに化学物質の
危険有害性等の調査を行わなければならない化学物質として、11物質が追加されるとともに、1物質が削除された。

　　　また、労働安全衛生規則（昭和47年労働省令第32号）が改正され、これらの物質を含有する製剤その他の物の対象とな
る下限値が定められた。

公布　平成29年8月3日
施行　平成30年7月1日（一部、公布の日（平成29年8月3日））

主な環境関係法令の改正情報主な環境関係法令の改正情報 （Ｈ29.1.～Ｈ30.1.）（Ｈ29.1.～Ｈ30.1.）法令チェックなどにご利用ください。
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■・大気汚染防止法施行規則及び大気汚染防止法施行規則の一部を改正する省令の一部を改正する省令（平成29年環境省令第1号）
概要　１　大気汚染防止法施行規則（昭和46年厚生省・通商産業省令第1号）が改正され、「水性ガス又は油ガスの発生の用に

　　　供するガス発生炉及び加熱炉」（大気汚染防止法施行令（昭和43年政令第329号）別表第1の2の項）のうち、水蒸気
　　　改質方式の改質器であって、水素の製造能力が1,000m3N/h未満のガス発生炉に係るばい煙の測定義務について、ば
　　　いじんおよび窒素酸化物の測定頻度が5年に1 回以上に緩和された。

　　　２　大気汚染防止法施行規則の一部を改正する省令（平成28年環境省令第22号）が改正され、様式等の一部が改められた。
公布　平成29年1月6日
施行　上記内容の１：公布の日（平成29年1月6日）
　　　上記内容の２：大気汚染防止法の一部を改正する法律の施行の日

■・環境省関係浄化槽法施行規則の一部を改正する省令（平成29年環境省令第26号）

■・土壌汚染対策法の一部を改正する法律（平成29年法律第33号）
概要　土壌汚染対策法（平成14年法律第53号）が改正され、次の規定が追加された。
　　　・土壌汚染状況調査が猶予された土地において土地の形質変更が行われる場合には、都道府県知事は土壌汚染状況調査

　の実施を命じること。
　　　・汚染の除去等の措置が必要な要措置区域において、都道府県知事が土地の所有者等に対し、汚染の除去等の措置内容

　に関する計画の作成・提出を指示し、必要に応じて計画の変更を命じること。
　　　・形質変更時要届出区域内において、その汚染が専ら自然由来等であって健康被害のおそれがない土地の形質変更につ

　いては、その施行および管理の方針について予め都道府県知事の確認を受けた場合、事後届出とすること。
　　　　また、土壌の汚染状態が専ら自然由来等であるなど一定の要件を満たす区域内の汚染土壌を、同様の状態の他の区域

　内の土地における土地の形質変更に使用するために搬出を行うことを可能とし、その場合には、汚染土壌処理業者へ
　の処理の委託を要しないこと。

　　　・土壌汚染状況調査の手続の迅速化、施設設置者による土壌汚染状況調査への協力等に係る規定の整備。
公布　平成29年5月19日
施行　公布の日から起算して2年を超えない範囲内において政令で定める日（一部、公布の日から起算して1年を超えない範囲

内において政令で定める日（平成30年4月1日））

■・特定化学物質障害予防規則の一部を改正する省令（平成29年厚生労働省令第8号）
概要　特定化学物質障害予防規則（昭和47年労働省令第39号）が改正され、3,3’-ジクロロ-4,4’-ジアミノジフエニルメタンおよ

びこれを1％を超えて含有する製剤等に係る特殊健康診断の項目が改められた。
公布　平成29年2月16日
施行　平成29年4月1日

■・化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律の一部を改正する法律（平成29年法律第53号）
概要　化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律（昭和48年法律第117号）が改正され、新規化学物質の審査における製

造・輸入数量の全国上限値を用途分類別の排出係数を導入した環境排出量とするとともに、新規化学物質のうち毒性が
強いと判定された化学物質について、国による判定結果の通知、公示、取扱事業者に対する指導・助言等が定められた。

公布　平成29年6月7日
施行　公布の日から起算して1年を超えない範囲内において政令で定める日（一部、公布の日から起算して3年を超えない範囲

内において政令で定める日等）
■・化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律の一部を改正する法律の施行期日を定める政令（平成29年政令第304号）

概要　化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律の一部を改正する法律（平成29年法律第53号）の施行に伴い、審査特例
制度における全国数量上限の見直しに関する規定の施行期日が平成31年1月1日と定められ、その他、毒性が強い新規化
学物質の管理の見直しに関する規定の施行期日が平成30年4月1日に定められた。

公布　平成29年12月13日
■・水銀に関する水俣条約（平成29年条約第18号）
　・水銀に関する水俣条約の効力発生に関する件（平成29年外務省告示第220号）

概要　水銀および水銀化合物の人為的な排出および放出から人の健康および環境を保護することを目的として、水銀および水
銀化合物の規制等について定められた。

　　　また、この条約は、平成29年8月16日に効力を生じる。
　　　これに伴い、水銀による環境の汚染の防止に関する法律（平成27年法律第42号）が平成29年8月16日から、大気汚染防止

法の一部を改正する法律（平成27年法律第41号）が平成30年4月1日から施行されることとなる（一部の規定を除く）。
公布　平成29年6月23日

■・水銀等による環境の汚染の防止に関する計画を定める件（平成29年内閣府、総務省、法務省、外務省、財務省、文部科学省、
　　厚生労働省、農林水産省、経済産業省、国土交通省、環境省、防衛省告示第1号）

概要　水銀による環境の汚染の防止に関する法律（平成27年法律第42号）第3条第1項の規定に基づき、水銀等による環境の汚
染の防止に関する計画が策定され、同条第4項の規定により告示された。

公布　平成29年10月16日

■・廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行規則の一部を改正する省令（平成29年環境省令第8号）
概要　廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行規則（昭和46年厚生省令第35号）が改正され、様式が追加されるとともに、変

更届において登記事項証明書を添付する場合の提出期限が「10日以内」から「30日以内」に改められた。
公布　平成29年4月28日
施行　平成29年10月1日（一部、平成29年5月15日）

■・特別管理一般廃棄物等を処分又は再生したことにより生じた廃棄物の埋立処分に関する基準の一部を改正する件（平成29年環境
　　省告示第58号）

概要　廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令の一部を改正する政令（平成27年政令第376号）および廃棄物の処理及び清掃
に関する法律施行規則の一部を改正する省令（平成29年環境省令第10号）の施行に伴い、次の告示が改正され、条項番
号等の移動が整理された。

　　　・特別管理一般廃棄物等を処分又は再生したことにより生じた廃棄物の埋立処分に関する基準（平成4年環境庁告示第
　42号）

　　　・無害化処理に係る特例の対象となる一般廃棄物及び産業廃棄物（平成18年環境省告示第98号）
　　　・廃石綿等又は石綿含有産業廃棄物の溶融処理生成物の基準（平成18年環境省告示第101号）
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　　　・石綿含有一般廃棄物及び石綿含有産業廃棄物の処分又は再生の方法として環境大臣が定める方法（平成18年環境省告
　示第102号）

　　　・廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令第六条第一項第三号イ(6)に掲げる安定型産業廃棄物として環境大臣が指定
　する産業廃棄物（平成18年環境省告示第105号）

　　　・低濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物に係る無害化処理の内容等の基準等（平成21年環境省告示第69号）
公布　平成29年6月13日
施行　平成29年10月1日（一部、公布の日（平成29年6月13日））

■・廃棄物の処理及び清掃に関する法律の一部を改正する法律（平成29年法律第61号）
概要　廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和45年法律第137号）が改正され、廃棄物処理業の許可を取り消された者等に対

する措置命令、特定の産業廃棄物の多量排出事業者に対する電子マニフェスト（産業廃棄物管理票）の使用の義務付け、
有害使用済機器の保管・処分業に対する都道府県知事への届出・処理基準の遵守等の義務付けおよび知事の認定を受け
た場合における相互に親子会社間で産業廃棄物の処理を行うことについて業の許可を不要とする規定が定められた。

公布　平成29年6月16日
施行　公布の日から起算して1年を超えない範囲内において政令で定める日（一部、公布の日から起算して3年を超えない範囲

内において政令で定める日等）
■・廃棄物の処理及び清掃に関する法律の一部を改正する法律の施行期日を定める政令（平成30年政令第22号）
■・廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令の一部を改正する政令（平成30年政令第23号）

概要　廃棄物の処理及び清掃に関する法律の一部を改正する法律（平成29年法律第61号）の施行期日が平成30年4月1日（電子
マニフェストの一部義務化関係は、平成32年4月1日）に定められた。

　　　また、廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令（昭和46年政令第300号）が改正され、有害使用済機器の対象および2
以上の事業者による産業廃棄物の処理に係る特例の認定を受けた者の廃止手続について規定されるとともに、帳簿を備
えることを要する事業者が改められた。

公布　平成30年1月31日
施行　廃棄物の処理及び清掃に関する法律の一部を改正する法律の施行の日（平成30年4月1日）

■・工場等におけるエネルギーの使用の合理化に関する事業者の判断の基準を定めた件の一部を改正する件（平成29年経済産業省告
　　示第64号）

概要　工場等におけるエネルギーの使用の合理化に関する事業者の判断の基準を定めた件（平成21年経済産業省告示第66号）
が改正され、「建築物判断基準」に係る事項が削除されるとともに、「その他エネルギーの使用の合理化に関する事
項」に「エネルギーの使用の合理化に関する情報技術の活用」が追加された。

公布　平成29年3月30日
施行　平成29年4月1日

■・エネルギーの使用の合理化等に関する法律施行規則の一部を改正する省令（平成29年経済産業省令第34号）
概要　エネルギーの使用の合理化等に関する法律施行規則（昭和54年通商産業省令第74号）が改正され、様式が改められた。
公布　平成29年3月31日
施行　平成29年4月1日

■・労働安全衛生法施行令の一部を改正する政令（平成29年政令第60号）
概要　労働安全衛生法施行令（昭和47年政令第318号）が改正され、特定化学物質の第二類物質に三酸化二アンチモンおよび三

酸化二アンチモンを含有する製剤その他の物が追加され、健康診断を行うべき有害な業務に、これらを製造し、または
取り扱う業務が追加された。

公布　平成29年3月29日
施行　平成29年6月1日

■・粉じん障害防止規則及びじん肺法施行規則の一部を改正する省令（平成29年厚生労働省令第58号）
概要　粉じん障害防止規則（昭和54年労働省令第18号）が改正され、換気の実施等の措置を講じなければならない粉じん作業

や有効な呼吸用保護具を着用させなければならない作業に、鉱物等を運搬する船舶の船倉内の清掃を行う作業が追加さ
れるとともに、じん肺法施行規則（昭和35年労働省令第6号）が改正され、健康診断等を行わなければならない粉じん作
業に、鉱物等を運搬する船舶の船倉内の清掃を行う作業が追加された。

公布　平成29年4月11日
施行　平成29年6月1日

■・特定化学物質障害予防規則等の一部を改正する省令（平成29年厚生労働省令第60号）
■・特定化学物質障害予防規則の規定に基づく厚生労働大臣が定める性能等の一部を改正する告示
　　（平成29年厚生労働省告示第186号）

概要　特定化学物質障害予防規則（昭和47年労働省令第39号）が改正され、「管理第二類物質」および「特別管理物質」に
「三酸化二アンチモン」および「三酸化二アンチモンを重量の1％を超えて含有する製剤その他の物」が追加されるなど
とともに、作業環境測定法施行規則（昭和50年労働省令第20号）が改正され、作業環境測定機関が第一種作業環境測定
士を置かなければならない作業場の種類に三酸化二アンチモン等を製造し、または取り扱う屋内作業場が追加された。

　　　これに伴い、労働安全衛生規則（昭和47年労働省令第32号）が改正され、所要の整理がされた。
　　　また、特定化学物質障害予防規則の規定に基づく厚生労働大臣が定める性能（昭和50年労働省告示第75号）、作業環境測

定士規程（昭和51年労働省告示第16号）、作業環境測定基準（昭和51年労働省告示第46号）および作業環境評価基準（昭
和63年労働省告示第79号）が改正され、三酸化二アンチモンに係る規定が追加された。

公布　平成29年4月27日
施行　平成29年6月1日

■・労働安全衛生法施行令の一部を改正する政令（平成29年政令第218号）
■・労働安全衛生規則の一部を改正する省令（平成29年厚生労働省令第89号）

概要　労働安全衛生法施行令（昭和47年政令第318号）が改正され、化学物質等の名称等の表示および通知ならびに化学物質の
危険有害性等の調査を行わなければならない化学物質として、11物質が追加されるとともに、1物質が削除された。

　　　また、労働安全衛生規則（昭和47年労働省令第32号）が改正され、これらの物質を含有する製剤その他の物の対象とな
る下限値が定められた。

公布　平成29年8月3日
施行　平成30年7月1日（一部、公布の日（平成29年8月3日））

主な環境関係法令の改正情報主な環境関係法令の改正情報 （Ｈ29.1.～Ｈ30.1.）（Ｈ29.1.～Ｈ30.1.）法令チェックなどにご利用ください。
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●環境ふくい推進協議会のホームページ、
　facebook をご活用ください！
　ホームページでは、環境保全に関するお知らせやイベント情
報が検索できます！！自然体験活動や風景などの投稿写真や支
援事業の紹介、企業・団体の想いを紹介するページも掲載して
いますので、こちらもぜひアクセスしてみてください
　eco イベント申込フォームからは、皆様からの環境に関する
情報をホームページにアップでき、情報共有ができるように
なっています。イベントの周知や参加者募集、実施後の活動報
告としてお使いいただけます。アップした内容は、月２回のメー
ルマガジンにて会員の皆様に配信されます。

HP：
http://www.kankyou-fukui.jp/kankyou-fukui/skg/
Facebook URL：
http://www.facebook.com/kanfukyou

●環境ふくい推進協議会　会員募集！
　環境ふくい推進協議会では、随時会員を募集しています。環
境問題に関心のある方、本誌『みんなのかんきょう』を読みた
い方、当協議会主催行事等の情報を知りたい方は、ぜひご入会
ください。お待ちしております！
＜年会費＞
　　　　個人会員：　５００円（１口以上何口でも可）
　　　　企業会員：　１０，０００円（１口以上何口でも可）
　　　　団体会員：　無料
＜お申込み・お問い合わせ＞
　　　　環境ふくい推進協議会事務局（福井県環境政策課内）
　　　　TEL：　０７７６－２０―０３０１

環境ふくい推進協議会からのお知らせ

環境ふくい推進協議会 検 索

全問正解の方にプレゼントをお送りいたします。たくさんのご
応募お待ちしております！

　　　　　　平成２９年１０月に放鳥したコウノトリの愛称は
「か　　　　　かけるくん」と何でしょうか？
　　　　　①ほまれくん
　　　　　②コウちゃん
　　　　　③ふっくん

　　　　　　図書館や飲食店などみんなで涼しく快適に過ごせ
る　　　　　場所を何スポットとして登録したでしょうか。 
　　　　　①ふくいエコスポット
　　　　　②クールシェアスポット
　　　　　③みんなの“涼”スポット

　　　　　　平成３０年３月現在、県内にあるおもちゃ病院の
　　　　　数は、いくつでしょうか？
　　　　　①６つ
　　　　　②７つ
　　　　　③８つ

●環境クイズ応募要領
方　　法：答えと郵便番号、住所、氏名、年齢、職業、性別お
　　　　　よび本誌の感想を官製はがきに書いて、当協議会ま
　　　　　で郵送してください。応募者の個人情報は入賞の連
　　　　　絡のためにのみ使用し、個人情報保護に関する法令
　　　　　に従って厳正に管理いたします。
締 切 日：平成３０年３月２６日（月）（当日消印有効）
　　　　　全問正解者の中から抽選で５名の方に、図書カード
　　　　　をお送りいたします。
応 募 先：〒９１０－８５８０（住所記入不要）
　　　　　環境ふくい推進協議会（福井県環境政策課内）

６９号の解答
　　　　　第１問　③
　　　　　第２問　③
　　　　　第３問　③
＊環境クイズプレゼントの当選者発表は、発送をもってかえさせていただきます。

チャレンジ！！　環境クイズ

　当協議会では、環境に関する学習会やイベントで、指導者や講
師にお困りの方へ環境アドバイザーを派遣しています。環境アド
バイザーは、環境問題やリサイクル、省資源・省エネ、自然保護
など様々な分野の専門家です。
　みなさんの町にも環境アドバイザーを呼んで、環境について学
びませんか？
　どうぞお気軽にご相談ください。
＜お申込み・お問い合わせ＞
　　　　環境ふくい推進協議会事務局（福井県環境政策課内）
　　　　TEL：　０７７６－２０―０３０１

環境アドバイザー制度をご活用ください！

環境ふくい推進協議会

は
じ

め ま
し

た

クールシェア
ふくい

みんなで涼みにいこっさ
70

特集：クールシェアふくい
　　　年縞国際シンポジウム
環境ふくい未来創造事業
ふくいまるごと環境学び舎
ものを大切にする社会づくり事業
各市町環境フェアにおける広報
環境マネジメント推進事業
ＳＡＴＯＹＡＭＡイニシアティブ推進ネットワーク

おいしい食べきり運動の推進
３Ｒの促進
コウノトリ
スポーツＧＯＭＩ拾い大会
里山里海研究所の活動
会長表彰　受賞者一覧
私たちの活動紹介
主な環境関係法令の改正情報
協議会からのお知らせ（入会呼びかけ、ＨＰ紹介）
環境クイズ、読者の窓

写真：クールシェアスポット

第
１
問

　みんなのかんきょう
第６９号に関するお葉
書、お手紙ありがとう
ございました。今後も、
より良い情報誌とする
ため、みなさまのご意
見ご感想をお待ちして
おります。掲載希望記
事等もお寄せください。

　環境ふくい推進協議会会長表彰受賞者の中に、各
部門とも勝山市の方や団体等が入っていました。と
ても誇りに思います。

（勝山市　I さん）

　「みんなのかんきょう」楽しく読ませてもらって
います。今まで雑がみをゴミとして出していました
が、これからはリサイクルのために分別します。

（勝山市　Nさん）

　福井県には、山、川、海、湖といった自然が多
く残されています。そこでは多様な生き物が見ら
れ、様々な自然体験活動を行うこともでき、他県
に誇れる福井の大きな魅力の一つです。そして、
平成３０年９月の博物館開館に伴う国際シンポジ
ウムの開催により「年縞」という考古学や地質学
の研究にも役立つ環境資源が、福井の新たな魅力

として広く知られることとなりました。福井の豊かな自然を教育や観光
にどんどん活かしてほしいと思います。
　また、この豊かな自然は、地形や周辺環境といった偶然による要因
と、県民の自然との適切な関わりといった必然による要因の二つによっ
て成り立っています。福井の優れた環境を未来へ残していくためには、
後者をより充実させていく必要があります。
　自然保全・再生活動はもちろん、地球温暖化や省資源といった課題に
対しても、日常的な環境行動の積み重ねが大切です。当協議会では、今
後も「みんなのかんきょう」の中で環境に関する情報を発信し、県民の
意識の醸成を図っていきたいと思います。

第
２
問

第
３
問

読者
の　窓

編集
後記
編集
後記

海浜自然センター エンゼルランドふくい（福井県児童科学館）


